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使用に当たって

ネットワーク上のデバイスを検索する

ネットワーク上のデバイスを検索してIPアドレスを割り当てるには、2N® Network Scannerを使用
します。このアプリケーションは、2NのWebサイト (2n.com) からダウンロードできます。インス
トールする前に、必ずMicrosoft® .NET Framework 2.0をインストールしてください。

1. 応答ユニットに電源とネットワークを接続します。
2. 2N Network Scannerを起動します。ネットワークで使用できるすべてのデバイスが、自動
的にリストに表示されます。

3. ブラウザからデバイスにアクセスするには、デバイスを右クリックして [BBrroowwssee ((参参照照))] を
選択します。

4. デバイスのIPアドレスを変更するには、[CCoonnffiigg ((設設定定))] を選択して静的IPアドレスを入力す
るか、DHCPを有効にします。

注
• デバイスがグレー表示されている場合、2N Network ScannerでIPアドレスを設定すること
はできません。ネットワークスキャナーでデバイスを検出するには、ネットワークがマル
チキャストをサポートしている必要があります。

デバイスを使用して現在のIPアドレスを取得します。

現在のIPアドレスは、デバイスのディスプレイまたは [RESET (リセット)] ボタンを使用してデバイ
ス自体から取得できます。

デデババイイススののデディィススププレレイイをを使使用用すするる:
1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] をタップします。

2. [AAbboouutt ((詳詳細細情情報報))] をタップします。
[IIPP AADDDDRREESSSS ((IIPPアアドドレレスス))] でアドレスを確認できます。
[[RREESSEETT ((リリセセッットト))]] ボボタタンンをを使使用用すするる:
1. [RESET (リセット)] ボタンを押し続けます。

2. 赤色と緑色のLEDが同時に点灯し、音響信号 が聞こえたら、[RESET (リセット)] ボタン
を放します。
これには約15～35秒かかります。

ボタンを放すと、デバイスがスピーカーを通じて現在のIPアドレスを通知します。

ブラウザーサポート

以下のブラウザーでデバイスを使用できます。

ChromeTM Firefox® EdgeTM Safari®

Windows® 推奨 推奨 ✓

macOS® 推奨 推奨 ✓ ✓

Linux® 推奨 推奨 ✓

その他のオペ
レーティングシ
ステム

✓ ✓ ✓ ✓*

装置のwebインターフェースを開く

1. ブラウザを開き、デバイスのIPアドレスを入力します。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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2. ユーザー名とパスワードを入力します。デフォルトのユーザー名とパスワードは以下の通
りです。
– UUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)):管理者
– パパススワワーードド: pass

初めてデバイスにアクセスする場合は、デバイスのパスワードを変更する必要があります。
装置のwebインターフェースにあるすべてのコントロールとオプションの説明については、を参照
してください。

安全なパスワード

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

デバイスソフトウェアをアップグレードする

デバイスに初めてログインする際に、デバイスのソフトウェアをアップグレードすることをお勧
めします。最新版は axis.com/support/device-software からダウンロードすることができます。

1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]]>> [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] の順に移動します。

2. [UUppggrraaddee FFiirrmmwwaarree ((フファァーームムウウェェアアををアアッッププググレレーードド))] をクリックし、ダウンロードし
たファイルを選択します。

3. [UUppllooaadd ((アアッッププロローードド))] をクリックします。
ファイルのアップロード後アップグレードが完了すると、デバイスが自動的に再起動します。

AXIS I5304 Network Answering Unit

https://www.axis.com/support/device-software


6

デバイスを構成する

このセクションでは、ハードウェアのインストールが完了した後に製品を起動して実行するため
に、設置者が行う必要のあるすべての重要な設定について説明しています。

IPアドレスの設定

デバイスはLANに接続されており、有効なIPアドレスを割り当てるか、LAN DHCPサーバーからIP
アドレスを取得する必要があります。デフォルトでは、デバイスはDHCPサーバーを使用してIPア
ドレスを割り当てるように設定されています。

WebインターフェースでIPアドレスとDHCPを設定できます。

1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[NNeettwwoorrkk ((ネネッットトワワーークク))]] >> [[BBaassiicc ((基基本本))]] に移動します。

2. DHCPサーバーを使用して自動的にIPアドレスを割り当てるには、[UUssee DDHHCCPP SSeerrvveerr
((DDHHCCPPササーーババーーをを割割りり当当ててるる))] を選択します。

3. 静的なIPアドレスを設定するには、まず [UUssee DDHHCCPP SSeerrvveerr ((DDHHCCPPササーーババーーをを割割りり当当ててるる))]
の選択を解除します。次に、[SSttaattiicc IIPP AAddddrreessss SSeettttiinngg ((静静的的IIPPアアドドレレススのの設設定定))] に移動
し、[SSttaattiicc IIPP AAddddrreessss ((静静的的IIPPアアドドレレスス))]、[NNeettwwoorrkk MMaasskk ((ネネッットトワワーーククママススクク))] 、
[DDeeffaauulltt GGaatteewwaayy ((デデフフォォルルトトゲゲーートトウウェェイイ))] を入力します。

4. 手動DNS設定を使用するには、[DDNNSS SSeettttiinngg ((DDNNSS設設定定))] から [AAllwwaayyss UUssee MMaannuuaall
SSeettttiinngg ((常常にに手手動動設設定定をを使使用用すするる))] を選択します。

注
[AAllwwaayyss UUssee MMaannuuaall SSeettttiinngg ((常常にに手手動動設設定定をを使使用用すするる))] はDHCPサーバーを使用する場合に
のみ選択できます。静的なIPアドレスを使用する場合は、必ずDNSサーバーアドレスを設定す
る必要があります。
5. ププラライイママリリDDNNSSとセセカカンンダダリリDDNNSSを入力します。
6. [NNeettwwoorrkk IIddeennttiiffiiccaattiioonn ((ネネッットトワワーーククネネッットトワワーーククのの識識別別))] から [HHoossttnnaammee ((ホホスストト
名名))] と [VVeennddoorr CCllaassss IIddeennttiiffiieerr ((ベベンンダダーーククララススのの識識別別))] を入力してデバイスを識別しま
す。

7. VLANを使用するには、[VVLLAANN SSeettttiinnggss ((VVLLAANNのの設設定定))] から [VVLLAANN EEnnaabblleedd ((VVLLAANNをを有有効効
ににすするる))] を選択して [VVLLAANN IIDD] を入力します。VLAN IDは1～4049の数字である必要があり
ます。

8. [NNeettwwoorrkk IInntteerrffaaccee SSeettttiinnggss ((ネネッットトワワーーククイインンタターーフフェェーーススのの設設定定))] から [RReeqquuiirreedd
PPoorrtt MMooddee ((必必要要ななポポーートトモモーードド))] と [AAddvveerrttiisseedd MMooddeess ((アアドドババタタイイズズメメンントトモモーードド))]
を選択します。
[CCuurrrreenntt PPoorrtt SSttaattee ((現現在在ののポポーートトのの状状態態))] に、現在の設定が表示されます。

9. をクリックして変更を保存します。

[[RREESSEETT ((リリセセッットト))]] ボボタタンンででIIPPアアドドレレススモモーードドをを変変更更すするる

[RESET (リセット)] ボタンを使用して、DHCPのオン/オフの切り替えやIPアドレスモードの変更が
可能です。

DDHHCCPPををオオフフににしし、、静静的的IIPPアアドドレレススモモーードドををオオンンににすするる：
1. [RESET (リセット)] ボタンを押し続けます。
2. 次の状態になったらボタンから手を離します。

2.1. 赤色と緑色のLEDが同時に点灯し、音響信号 が聞こえる。これには約15～35秒か
かります。

2.2. 赤色のLEDが消灯し、音響信号 が聞こえる。これには、さらに約3秒かかり
ます。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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3. [RESET (リセット)] ボタンを放します。

注
デバイスがネットワークパラメーターをデフォルト設定に戻す：
• IP address (IPアドレス): 192.168.1.100
• Network mask (ネットワークマスク): 255.255.255.0
• Default gateway (デフォルトゲートウェイ): 192.168.1.1

DDHHCCPPををオオンンににしし、、静静的的IIPPアアドドレレススモモーードドををオオフフににすするる：
1. [RESET (リセット)] ボタンを押し続けます。
2. 次の状態になったらボタンから手を離します。

2.1. 赤色と緑色のLEDが同時に点灯し、音響信号 が聞こえる。これには約15～35秒か
かります。

2.2. 赤色のLEDが消灯し、音響信号 が聞こえる。これには、さらに約3秒かかり
ます。

2.3. 緑色のLEDが消灯し、音響信号 が聞こえる。これには、さらに約3秒かか
ります。

3. [RESET (リセット)] ボタンを放します。

ユーザー証明書のアップロード

1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[CCeerrttiiffiiccaatteess ((証証明明書書))]] > [[UUsseerr CCeerrttiiffiiccaatteess ((ユユーーザザーー証証明明書書))]] の順
に移動します。

2. をクリックして、証明書または秘密鍵をアップロードします。
3. 証証明明書書IIDDを入力します。
4. ユユーーザザーー証証明明書書または秘秘密密鍵鍵をアップロードします。
5. 秘密鍵をアップロードする場合は、[PPrriivvaattee KKeeyy PPaasssswwoorrdd ((秘秘密密鍵鍵ののパパススワワーードド))] を入力
します。

6. [UUppllooaadd ((アアッッププロローードド))] をクリックします。

注
• 2048ビットより長いRSA秘密鍵が割り当てられている証明書が拒否された場合は、以下の
メッセージが表示されます。

• ECC (楕円曲線暗号) に基づく証明書の場合は、secp256r1 (prime256v1やNIST P-256とも呼
ばれる) とsecp384r1 (NIST P-384とも呼ばれる) 曲線のみを使用します。

カスタム言語の設定

1. 言語をカスタム言語に設定するには、[HHaarrddwwaarree ((ハハーードドウウェェアア))] > [DDiissppllaayy ((デディィススププレレ
イイ))] > [UUsseerr LLooccaalliizzaattiioonn ((ユユーーザザーーロローーカカラライイゼゼーーシショョンン))] に移動します。

2. をクリックして、オリジナルの言語ファイルをダウンロードします。
3. ダウンロードしたファイルの英語のテキストを新しい言語に置き換え、保存します。

4. をクリックして、翻訳された言語ファイルをアップロードします。
5. [HHaarrddwwaarree ((ハハーードドウウェェアア))] > [DDiissppllaayy ((デディィススププレレイイ))] > [BBaassiicc SSeettttiinnggss ((基基本本設設定定))] に移
動します。

6. [LLaanngguuaaggee ((言言語語))] のドロップダウンメニューで [CCuussttoomm ((カカススタタムム))] を選択します。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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7. をクリックして保存します。
8. デバイスのディスプレイで翻訳が正しいことを確認してください。

通話の設定

AAxxiissイインンタターーココムムででのの通通話話設設定定

応答ユニットをAxisインターコムに接続すると、着信の受信や発信に加え、インターコムに接続さ
れたロックの制御も可能になります。

AAXXIISS II55330044のの設設定定
Enable SIP (SIP の有効化):
1. Webインターフェースで、[[CCaalllliinngg ((通通話話))]] >> [[SSIIPP 11]] >> [[CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))]] に移動しま
す。

2. [SSIIPP AAccccoouunntt EEnnaabblleedd ((SSIIPPアアカカウウンントトのの有有効効化化))] を選択します。
次の手順に沿ってインターコムを追加します。
3. [DDiirreeccttoorryy ((デディィレレククトトリリ))] > [DDeevviicceess ((デデババイイスス))] に移動します。
4. [++ AAdddd ddeevviiccee ((装装置置をを追追加加))] をクリックします。
5. [DDeevviiccee NNaammee ((デデババイイスス名名))] にインターコムの名前を入力します。
6. [DDeevviiccee TTyyppee ((デデババイイススタタイイププ))] のドロップダウンメニューで、[AAxxiiss DDoooorr SSttaattiioonn ((AAxxiiss
ドドアアスステテーーシショョンン))] を選択します。

7. [PPhhoonnee NNuummbbeerr ((電電話話番番号号))] に、インターコムのIPアドレスをsip:[ip-address]の形
式で入力します。

8. [DDiissppllaayy ((デディィススププレレイイ))] で、[DDiissppllaayy DDeevviiccee ((デディィススププレレイイデデババイイスス))] を選択します。

9. [UUnnlloocckk BBuuttttoonn FFuunnccttiioonn ((ロロッックク解解除除ボボタタンン機機能能)) の [UUNNLLOOCCKK CCOODDEE ((ロロッックク解解除除ココーー
ドド))] にDTMFコードを入力します。
デフォルトのDTMFコードは 00 です。

10. をクリックして保存します。
Axisインターコムから応答ユニットに電話をかけるには、まずSIPを設定し、次に応答ユニットを
連絡先として追加し、最後にコールボタンを設定する必要があります。この例では、インターコ
ムをピアツーピア通信向けに設定します。

AAxxiissイインンタターーココムムのの設設定定
SIPを設定する:
1. インターコムのWebインターフェースで、[CCoommmmuunniiccaattiioonn ((通通信信))] > [SSIIPP SSeettttiinnggss ((SSIIPPのの
設設定定))] に移動します。

2. [EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効化化))] と [AAllllooww IInnccoommiinngg SSIIPP ccaallllss ((SSIIPP通通話話のの着着信信をを許許可可))] を選択し
ます。

3. [保保存存] をクリックします。
連絡先としてネットワーク応答ユニットを追加する:
4. [CCoommmmuunniiccaattiioonn >> CCoonnttaacctt lliisstt ((通通信信 >>連連絡絡先先リリスストト))] に移動します。
5. [++ AAdddd ccoonnttaacctt ((連連絡絡先先をを追追加加))] をクリックします。
6. 応答ユニットの名前を入力します。
7. 応答ユニットのIPアドレスをsip:[ip-address]の形式で入力します。
8. 呼び出し元のSIPアカウントを選択します。

注
可用性オプションは、[SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [EEvveennttss ((イイベベンントト))] > [SScchheedduulleess ((ススケケジジュューー
ルル))] で定義します。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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9. 連絡先の [AAvvaaiillaabbiilliittyy ((可可用用性性))] を選択します。連絡先が対応できないときに呼び出しが
あった場合、フォールバックがない限り、呼び出しはキャンセルされます。

注
フォールバックとは、元の連絡先が応答しない場合、または対応できない場合に転送される連
絡先です。
10. 必要に応じて、[FFaallllbbaacckk ((フフォォーールルババッックク))] にフォールバック連絡先を選択します。
11. [保保存存] をクリックします。

インターコムのコールボタンを設定する:
12. [CCoommmmuunniiccaattiioonn >> CCaallllss >> CCaallll bbuuttttoonn ((通通信信 >>呼呼びび出出しし >>呼呼びび出出ししボボタタンン))] に移動しま
す。

13. [RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] で、ドロップダウンメニューから応答ユニットを選択します。
インターコムから電話がかかってきたときに、応答ユニットを使用してドアのロックを解除する
方法については、を参照してください。
Axisインターコムの設定の詳細については、お使いのインターコムのユーザーマニュアル (help.
axis.com) を参照してください。

SSIIPPププロロキキシシーー経経由由のの通通話話

SIPプロキシーは、通話のルーティングを制御するIPネットワークサーバーです。SIPプロキシー
は、通話を送信先に近い別のエンティティに転送します。ユーザー間に複数のSIPプロキシーが存
在することもあります。

注
この例では、以下のパラメーターを使用して説明します。
• SSIIPPププロロキキシシーーおおよよびびSSIIPPレレジジスストトララ: 192.168.50.252
• 電電話話番番号号 ((IIDD)): 201 (応答ユニット用)、203 (発信先デバイス用)
• ポポーートト番番号号: 5060
1. [CCaalllliinngg ((通通話話))] > [SSIIPP 11] > [CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))] にアクセスしてデバイスを登録します。
2. [SSIIPP AAccccoouunntt EEnnaabblleedd ((SSIIPPアアカカウウンントトのの有有効効化化))] を選択します。
3. [DDeevviiccee IIddeennttiittyy ((デデババイイススIIDD))] に、以下の情報を入力します。
– DDiissppllaayy NNaammee ((デディィススププレレイイ名名)):デバイスの名前
– PPhhoonnee NNuummbbeerr ((電電話話番番号号)) ((IIDD)): 201
– DDoommaaiinn ((ドドメメイインン)): 192.168.50.252

4. [SSIIPP PPrrooxxyy ((SSIIPPププロロキキシシーー))] および [SSIIPP RReeggiissttrraarr ((SSIIPPレレジジスストトララ))] に以下の情報を入力し
ます。
– DDoommaaiinn ((ドドメメイインン)): 192.168.50.252
– PPoorrtt ((ポポーートト)): 5060

5. デバイスに認証が必要な場合は、[AAuutthheennttiiccaattiioonn IIDD ((認認証証IIDD] および [PPaasssswwoorrdd ((パパスス
ワワーードド))] を入力します。

6. [DDiirreeccttoorryy ((デディィレレククトトリリ))] > [DDeevviicceess ((デデババイイスス))] に移動し、発信先のデバイスを追加し
ます。

7. 新規ユーザーを追加し、電話番号 (この例では203) を入力します。

8. をクリックして保存します。

DTMFを使用してドアのロックを解除する

Axisインターコムから応答ユニットに電話がかかってきた場合、DTMF (デュアルトーン多重周波
数) 信号を使用してドアのロックを解除することができます。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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開開始始すするる前前にに、、以以下下ををごご確確認認くくだだささいい。。
• AxisインターコムでSIP通話を設定します (を参照)。

注
• 応答ユニットでは、DTMFがデフォルトで有効になっています。DTMFの設定を変更する必
要がある場合は、[[CCaalllliinngg ((通通話話))]] >> [[AAuuddiioo ((音音声声))]] >> [[SSIIPP 11]] に移動します。

• 応答ユニットのデフォルトのDTMFコードは00です。この例では、このコードを使用して説
明します。

ここのの例例でではは、、次次のの方方法法ににつついいてて説説明明ししまますす。
• AxisインターコムのDTMF信号を設定する。
• 内部リレーを使用してドアのロックを解除するようにインターコムを設定する。

AAxxiissイインンタターーココムムのの設設定定
インターコムのDTMF信号を設定する。
1. [[CCoommmmuunniiccaattiioonn ((通通信信))]] >> [[SSIIPP]] >> [[DDTTMMFF]] に移動します。
2. [++ AAdddd sseeqquueennccee ((シシーーケケンンススをを追追加加))] をクリックします。
3. [SSeeqquueennccee ((シシーーケケンンスス))] に「00」と入力します。
4. [[DDeessccrriippttiioonn ((説説明明))]] に、「Unlock door (ドアロック解除)」と入力します。
5. [AAccccoouunnttss ((アアカカウウンントト))] で、SIPアカウントを選択します。
6. [保保存存] をクリックします。

内部リレーを使用してドアのロックを解除するようにインターコムを設定する:
7. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((シシスステテムム>>イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動し、ルールを追加しま
す。

8. [NNaammee ((名名前前))] フィールドに「DTMF unlock door (DTMFドアロック解除)」と入力します。
9. 条件リストの [CCaallll ((呼呼びび出出しし))] で、[DDTTMMFF] を選択し、続いて [UUnnlloocckk ddoooorr ((ドドアアののロロッッ
クク解解除除))] を選択します。

10. アクションのリストから [II//OO] で [TTooggggllee II//OO oonnccee ((II//OOをを一一度度切切りり替替ええるる))] を選択しま
す。

11. ポートのリストから、[RReellaayy 11 ((リリレレーー11))] を選択します。

12. 継継続続時時間間を 00:00:07 に変更します。この場合、ドアのロックが7秒間解除されます。
13. [保保存存] をクリックします。

Axisインターコムから着信があった場合、インターコムに接続されているドアのロックを解除する
ことができます。

Axisカメラのビデオを表示する

応答ユニットに外部のAxisカメラを接続することができます。インターコムからの着信時に、画面
にカメラのビデオストリームを表示するオプションがあります。この応答ユニットでは、H.264ま
たはMJPEGコーデックを使用して、30フレーム/秒で最大1280x720ピクセルの解像度を提供する標
準IPビデオカメラからのRTSPストリームを使用できます。

要要件件:

• 常に最新のファームウェアを使用することをお勧めします。
• 接続されたインターコム。詳細については、を参照してください。
• 上記の要件を満たすRTSPストリーム対応Axisカメラ。

応応答答ユユニニッットトににカカメメララをを追追加加すするる

注
設定については、外外部部IIPPカカメメララロロググのセクションを参照してください。ここでは、外部カメラ
との基本的な通信を確認できます。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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1. 応答ユニットのWebインターフェースで、[HHaarrddwwaarree ((ハハーードドウウェェアア))] > [CCaammeerraa ((カカメメ
ララ))] に移動し、番号の付いたタブのいずれかを選択します。

2. [CCaammeerraa EEnnaabblleedd ((カカメメララのの有有効効化化))] を選択します。
3. [CCaammeerraa AAssssiiggnnmmeenntt ((カカメメララのの割割りり当当てて))] で [++] をクリックし、リストから接続されたイ
ンターコムを選択します。

4. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] で、カメラの [DDiissppllaayy NNaammee ((デディィススププレレイイ名名))] を入力します。これは、
デバイスのディレクトリに表示されます。

5. 使用するカメラの [RRTTSSPP SSttrreeaamm AAddddrreessss ((RRTTSSPPスストトリリーームムアアドドレレスス))] を入力します。次
のRTSPストリームアドレス形式を使用してください： rtsp://[ip-address]/axis-
media/media.amp?videocodec=h264&resolution=1280x720。

6. カメラ接続用の [UUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名))] および [PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))] を入力しま
す。これは、カメラが認証を使用する場合にのみ必要です。

7. [LLooccaall RRTTPP PPoorrtt ((ロローーカカルルRRTTPPポポーートト))] を入力します。

8. をクリックして保存します。
すべて正しく設定されている場合は、応答ユニットの CCaammeerraa PPrreevviieeww ((カカメメララププレレビビュューー))] にカ
メラのライブビューが表示されます。

ドアベルを接続する

ドアベルボタンを使用すると、他のデバイスを使用せずにデバイスを直接呼び出すことができま
す。ボタンを押すと、設定に基づいてデバイスが鳴り始めます。

この設定を行うには、AXIS I5304、ドアベル (ボタン)、2芯ケーブルが必要です。

ドドアアベベルルをを接接続続すするる

1. 応答ユニットをホルダーから取り外します。
2. ディスプレイを傷つけないよう、柔らかい表面に画面を下向きにしてデバイスを置きま
す。

3. デバイスの背面に、2芯ケーブルを接続します。
ドドアアベベルルのの音音をを調調整整すするる

• 着信音を変更するには、[SSeerrvviicceess ((ササーービビスス))] > [UUsseerr ssoouunnddss ((ユユーーザザーーササウウンンドド))] >
[SSoouunndd MMaappppiinngg ((ササウウンンドドママッッピピンンググ))] に移動し、[DDoooorrbbeellll ((ドドアアベベルル))] のドロップダ
ウンメニューから着信音を選択します。

• 音量を設定するには、[HHaarrddwwaarree ((ハハーードドウウェェアア))] > [AAuuddiioo ((音音声声))] に移動します。[PPhhoonnee
CCaallll VVoolluummee ((通通話話時時のの音音量量))] で、[RRiinnggttoonnee VVoolluummee ((着着信信音音のの音音量量))] の音量をdB単位で
設定します。

デバイスのディスプレイからHTTPコマンドを送信する

ディスプレイのホーム画面のボタンでHTTPコマンドを送信するようにデバイスを設定することが
できます。

ホーム画面に最大3つの異なるHTTPコマンドを設定し、それぞれのコマンドに対応するボタンを設
定できます。ボタンをタップすると、デバイスがコマンドを送信します。

注
HTTPコマンドはHTTP APIマニュアルまたはHTTP API TESToolに記載されています。
HTTP APIマニュアルについては、wiki.2n.com/hip/hapi/latest/jaをご覧ください。TESToolにア
クセスするには、インターコムのIPアドレスを入力して最後に /apitest.htmlと入力します
(例: https://192.168.49.88/apitest.html)。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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この例では、ネットワークインターコムでスイッチ1をトリガーし、スイッチ2を開いた状態に保
つためのコマンドを設定する方法を示します。

1. [SSeerrvviicceess ((ササーービビスス))] > [HHTTTTPP CCoommmmaanndd ((HHTTTTPPココママンンドド))] > [HHoommee SSccrreeeenn HHTTTTPP
CCoommmmaanndd SSeettttiinngg ((ホホーームム画画面面HHTTTTPPココママンンドド設設定定))] に移動します。

2. 1行目のUURRLLの下に、スイッチ1のHTTPコマンドhttps://[ip-address]/api/switch/
ctrl?switch=1&action=onを入力します。
[ip-address]をデバイスのアドレスに置き換えます。

3. 2行目のUURRLLの下に、スイッチ2のHTTPコマンドhttps://[ip-address]/api/switch/
ctrl?switch=2&action=holdを入力します。
[ip-address]をデバイスのアドレスに置き換えます。

4. コマンドごとに、ディスプレイのホーム画面のアイコンを選択します。
5. 各コマンドの名前を入力します。
6. 各コマンドのユーザー名を入力します。これは、コマンドを受信するデバイスに認証用の
HTTP APIアカウントが設定されている場合に必要です。

7. 各コマンドのユーザー名に使用するパスワードを入力します。

8. をクリックして保存します。

ロック解除ボタンを追加する

1. ディスプレイ上で、IPインターコムのアクティベーションコードを設定します。
2. Webインターフェースで、[DDiirreeccttoorryy ((デディィレレククトトリリ))] > [DDeevviicceess ((デデババイイスス))] に移動しま
す。

3. インターコムを追加するには、[AAdddd ddeevviiccee ((デデババイイススをを追追加加))] をクリックします。
4. [BBaassiicc sseettttiinnggss ((基基本本設設定定))]、[CCaammeerraass ((カカメメララ))]、[DDiissppllaayy ((デディィススププレレイイ))]、[CCaallll
BBuuttttoonn FFuunnccttiioonn ((ココーールルボボタタンン機機能能))]、[AAllaarrmm ccaallll ((アアララーームムココーールル))] に必要な情報を入
力します。

5. [UUnnlloocckk BBuuttttoonn FFuunnccttiioonn ((ロロッックク解解除除ボボタタンン機機能能))] の [UUnnlloocckk ccooddee ((ロロッックク解解除除ココーードド))]
にスイッチ起動コードを追加します。各ボタンに固有の名前を付けることもできます。

6. をクリックして保存します。

時間プロファイルを作成します。

[DDoo NNoott DDiissttuurrbb MMooddee WWiitthh TTiimmee PPrrooffiillee ((時時間間ププロロフファァイイルルにによよるるササイイレレンントトモモーードド))] で時間
プロファイルを使用するには、まず時間プロファイルを設定しておく必要があります。

1. [DDiirreeccttoorryy ((デディィレレククトトリリ))] > [TTiimmee PPrrooffiilleess ((時時間間ププロロフファァイイルル))] に移動します。
2. 見出しの数字を選択します。
3. [BBaassiicc SSeettttiinnggss ((基基本本設設定定))] で、プロファイルの名前を入力します。
4. スケジュールに追加する日のタイムラインをクリックします。

5. 時間を調整し、 をクリックして保存します。

6. をクリックして時間プロファイルを保存します。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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webインターフェース

装置のwebインターフェースにアクセスするには、Webブラウザーで装置のIPアドレスを入力しま
す。

LLaanngguuaaggee ((言言語語)):一時的に言語を設定するには、いずれかの言語コードをクリックします。

LLoogg oouutt ((ロロググアアウウトト)):クリックすると、Webインターフェースからサインアウトされます。

: フィードバックを送信します。

: 設定セクションのヒントを表示します。

状態

デデババイイスス

DDeevviiccee IInnffoo ((デデババイイスス情情報報)):デバイス名やハードウェアバージョンなど、デバイスに関する情報
を一覧表示します。

• FFaaccttoorryy CCeerrttiiffiiccaattee IInnssttaalllleedd ((工工場場証証明明書書ののイインンスストトーールル状状況況)):ユーザー証明書と秘密鍵
がインストールされているかどうか、インターコムが自動設定サーバー (ACS) と通信する
権限を検証できるかどうかが表示されます。

• LLooccaattee DDeevviiccee ((デデババイイススをを検検索索)):クリックすると、デバイスの光信号と音響信号の発信
が開始されます。デバイスのコントロールバックライトが点灯し、音が鳴り始めます。
デバイスにスピーカーが内蔵されていない場合は、外部スピーカーを接続して音響信号
を使用します。

ササーービビスス

NNeettwwoorrkk IInntteerrffaaccee SSttaattuuss ((ネネッットトワワーーククイインンタターーフフェェーーススのの状状態態)):ネットワークに関する状態
と情報が表示されます。

PPhhoonnee ssttaattuuss ((SSIIPP11)) ((電電話話のの状状態態 ((SSIIPP11)))): SIP 1経由の電話に関する状態と情報が表示されます。

PPhhoonnee ssttaattuuss ((SSIIPP22)) ((電電話話のの状状態態 ((SSIIPP11)))): SIP 2経由の電話に関する状態と情報が表示されます。

通通話話記記録録

このリストには直近20件の履歴が含まれ、最新の通話から順に表示されます。SSeeaarrcchh ((検検索索))バー
を使用して、名前に基づいて通話記録を検索できます。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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SSeeaarrcchh ((検検索索))：名前に基づいて通話記録を検索できます。

名名前前:通話を発信または着信したデバイス名。

DDaattee aanndd TTiimmee ((日日付付とと時時刻刻)):通話を発信または着信した日付と時刻。

CCaallll DDuurraattiioonn ((通通話話時時間間)):通話時間 (秒)。

: 発信を示します。

: 不在着信を示します。

: 着信を示します。

: 応答が別の場所で行われたことを示します。

: ヘッダー行のアイコンをクリックすると、選択した行の通話記録またはすべての通話記録
が削除されます。

イイベベンントト

デバイスがキャプチャーした直近500件のイベントを表示します。ドロップダウンメニューでイベ
ントのタイプを絞り込むことができます。

TTIIMMEE ((時時刻刻)): イベントが発生した時刻が表示されます。

EEVVEENNTT TTYYPPEE ((イイベベンントトタタイイププ)): 発生したイベントのタイプが表示されます。利用可能なイベン
トタイプの詳細については、以下のリストを参照してください。

• AAppiiAAcccceessssRReeqquueesstteedd:リクエストが「/api/accesspoint/grantaccess」に送信され、結果
が「“success“ : true」であるたびに生成されます。

• CCaallllSSeessssiioonnSSttaatteeCChhaannggeedd:通話の方向/状態、アドレス、セッション番号、通話シーケン
ス番号を説明記述します。

• CCaallllSSttaatteeCChhaannggeedd:通話状態が変化したときの通話方向と相手/SIPアカウント識別を示し
ます。

• CCaappaabbiilliittiieessCChhaannggeedd:デバイスの使用可能な機能リストの変更について記述します。

• CCoonnffiigguurraattiioonnCChhaannggeedd:デバイス設定の変更を記述します。

• DDeevviicceeSSttaattee:デバイスの起動など、デバイスの状態の変化を記述します。
• DDttmmffEEnntteerreedd:通話中または非通話中にローカルで受信したDTMFコード。
• DDttmmffSSeenntt:通話中または非通話中にローカルで送信したDTMFコード。
• EExxtteerrnnaallCCaammeerraaSSttaatteeCChhaannggeedd:接続された外部カメラの状態の変化を記述します。
• IInnppuuttCChhaannggeedd:ロジック入力の状態の変化について記述します。
• KKeeyyPPrreesssseedd:ボタンを押したときに生成されます (テンキーの数字は0、1、2...、9、ク
イックダイヤルボタンは%1、%2...)。

• KKeeyyRReelleeaasseedd:ボタンを放したときに生成されます (テンキーの数字は0、1、2...、9、ク
イックダイヤルボタンは%1、%2...)。

• LLooggiinnBBlloocckkeedd:Webインターフェースへのログインの試行に3回失敗した場合に生成され
ます。IPアドレスに関する情報が含まれます。

• RReeggiissttrraattiioonnSSttaatteeCChhaannggeedd:SIPプロキシー登録状態の変更について記述します。

DDEESSCCRRIIPPTTIIOONN: イベントタイプの詳細を表示します。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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アドレス帳

デデババイイスス

FFiinndd DDeevviiccee ((デデババイイススのの検検索索)):クリックすると、ローカルネットワークで使用可能なデバイス
を検索できます。

AAdddd DDeevviiccee ((デデババイイススをを追追加加)):クリックして新規デバイスを追加します。

: ディレクトリから既存の連絡先リストを.csv形式でダウンロードします。

: .csv形式の連絡先リストをディレクトリにインポートします。

• RReeppllaaccee DDiirreeccttoorryy ((デディィレレククトトリリのの置置換換)):既存のディレクトリをインポートしたファイ
ルに置き換える場合に選択します。

• IImmppoorrtt ttoo DDiirreeccttoorryy ((デディィレレククトトリリへへののイインンポポーートト)):連絡先リストをインポートして既存
のディレクトリに追加する場合に選択します。

SSeeaarrcchh ((検検索索))：デバイス名または電話番号を検索できます。

タタイイププ:デバイスのタイプが表示されます。

名名前前:デバイスの名前。

PPhhoonnee NNuummbbeerr ((電電話話番番号号)):デバイスの電話番号。

機機能能:次のアイコンでデバイスの機能を示します：

• : ディスプレイにデバイスが表示されます。

• : ドアベルを押すと、デバイスがアラームコールを設定します。

• : デバイスが着信を許可します。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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新しいデバイスを検索または追加するには、[FFiinndd DDeevviiccee ((デデババイイススをを検検索索))] または [AAdddd

DDeevviiccee ((デデババイイススをを追追加加))] をクリックします。既存のデバイスを編集するには、 をクリック
してください。デバイスの追加または編集を行うための設定メニューには、以下が含まれます。

基基本本設設定定

• DDeevviiccee nnaammee ((デデババイイスス名名)):選択した連絡先のデバイス名を入力します。このパラメー
ターはオプションで、ディレクトリ内のアイテムをより簡単に見つけるのに役立ちま
す。

• DDiissppllaayyeedd IIccoonn ((表表示示アアイイココンン)):標準アイコンまたは受付アイコンのどちらを使用するか
選択します。

• [DDeevviiccee TTyyppee ((デデババイイススタタイイププ))]: 追加するデバイスのタイプを選択します。

• PPhhoonnee NNuummbbeerr ((電電話話番番号号)):呼び出しをルーティングするステーションの電話番号を入力
します。
– ダイレクトSIP通話の場合は、sip:[user_id@]domain[:port]を入力します

(例：sip:200@192.168.22.15またはsip:name@yourcompany)。
– 2Nデバイスを呼び出す場合は、device:device_nameを入力します。

– モバイルアプリケーションでデバイス名を設定します。電話番号の後ろに/1 また
は/2 (アカウント1または2) を入力し、発信に使用するSIPアカウントを指定しま
す。

– 通話を暗号化または非暗号化するには、/Sまたは/Nを入力します。アカウントと
暗号化の選択は、/1Sなどのサフィックスで組み合わせることができます。

• IInnddiivviidduuaall RRiinnggttoonnee ((個個別別のの着着信信音音)): 連絡先に個別の着信音を設定できます。
• EEnnaabbllee VViieewwiinngg tthhee IInntteerrccoomm''ss EExxtteerrnnaall CCaammeerraa ((イインンタターーココムムのの外外部部カカメメララのの表表示示をを
有有効効ににすするる)): 2Nインターコムに接続された外部カメラのストリームへの切り替えを有効
にします。このオプションを選択すると、通話中やプレビュー中に外部カメラボタンが
表示されます。

• FFaaccee ZZoooommiinngg BBuuttttoonn ((顔顔ズズーームムボボタタンン)) ：ビデオ通話中に、相手側の端末が顔を監視で
きるかどうかを設定できます。このオプションを選択すると、通話中や通話プレビュー
中に顔監視ボタンが表示されます。

• : クリックすると電話番号の詳細を編集することができます。
– CCaallll TTyyppee ((通通話話タタイイププ)): 呼び出し先のURIのスキームを設定します。

– [[uunnssppeecciiffiieedd]] ((指指定定ななしし))を選択した場合: URIはSIPアカウント設定のデータ
を使用します。

– ssiipp:ダイレクトSIP通話 (sip:)。
– ddeevviiccee: 2Nローカル通話 (device:)。
– rraavvaa: Crestronデバイスの呼び出し (rava:)。
– vvmmss: AXIS Camera StationなどのVMSを使用した通話 (vms:)。

– DDeessttiinnaattiioonn ((呼呼びび出出しし先先)): 呼び出し先のURIの他の部分を設定します。通常、番
号、IPアドレス、ドメイン、ポート、またはデバイス識別子が含まれます。VMSに
発信する場合はアスタリスク (*) を入力します。

– PPrreeffeerrrreedd SSIIPP AAccccoouunntt ((優優先先SSIIPPアアカカウウンントト)): 通話に使用するSIPアカウントを選
択します。

– CCaallll EEnnccrryyppttiioonn ((通通話話のの暗暗号号化化)): 暗号化された通話または暗号化されていない通
話のどちらを使用するかを選択します。

– DDoooorr OOppeenniinngg ((ドドアア解解錠錠)): 選択すると、コールバックを通じてドアを開けること
ができます。

カカメメララ

AXIS I5304 Network Answering Unit



17

• CCaammeerraass AAssssiiggnneedd ttoo TThhiiss DDeevviiccee ((ここののデデババイイススにに割割りり当当ててるるカカメメララ)):ビデオ通話中に
このデバイスで表示される順番で、カメラの番号1～16をカンマで区切って入力します。
[[HHaarrddwwaarree ((ハハーードドウウェェアア))]] >> [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] でカメラを設定します。

デディィススププレレイイ

• DDiissppllaayy DDeevviiccee ((デデババイイススをを表表示示)):選択すると、このデバイスが表示されます。

• DDiissppllaayy oonn TToopp ((上上部部にに表表示示)):選択すると、このデバイスがリストの一番上に表示されま
す。

• AAlltteerrnnaattiivvee NNaammee ((代代替替名名)):デバイス名の代わりに表示する名前を入力します。
ココーールルボボタタンン機機能能

• SSttaarrtt CCaallll oonn SShhoorrtt PPrreessss ((シショョーートトププレレススでで発発信信)):選択すると、コールボタンを軽く押す
ことで選択したデバイスに発信できます。設定されている連絡先が1つだけの場合、ロッ
クボタンを短く押すとドアが開きます。

アアララーームムココーールル

• SSttaarrtt CCaallll WWiitthh DDoooorrbbeellll BBuuttttoonn ((ドドアアベベルルボボタタンンでで発発信信)):選択すると、誰かがアラーム
コールボタンを押したときに、このデバイスに電話が発信されます。ドアベルアラーム
コール機能は、[[HHaarrddwwaarree ((ハハーードドウウェェアア))]] >> [[DDiiggiittaall iinnppuuttss ((デデジジタタルル入入力力))]] >>
[[DDoooorrbbeellll bbuuttttoonn ((ドドアアベベルルボボタタンン))]] で設定します。

ロロッックク解解除除ボボタタンン機機能能

• 名名前前: ロック解除ボタンの名前を入力します。
• LLiifftt ((エエレレベベーータターー)):選択すると、ドアロック/ロック解除ボタンのアイコンが表示されま
す。

• UUnnlloocckk CCooddee ((ロロッックク解解除除ココーードド)):ロック解除コードは、ドアリモート操作でロック解除
する際に使用します。インターコムのキーパッドでドアをロック解除するには2文字以
上、電話のDTMFでドアをロック解除するには1文字以上がコードに含まれている必要が
あります。サポートされている文字には*と#が含まれます。少なくとも4文字を使用する
ことをお勧めします。

時時間間ププロロフファァイイルル

時間プロファイルを設定し、それを「Do Not Disturb (サイレント)モード」に割り当てて、モード
が有効になる時間を定義できます。

11、、22、、33、、44......: 異なるプロファイル。クリックするとプロファイルが開きます。最大20個のプロ
ファイルを作成できます。

基基本本設設定定

• ププロロフファァイイルル名名:プロファイルの名前を入力します。
PPrrooffiillee TTiimmee SShheeeett ((ププロロフファァイイルルののタタイイムムシシーートト)):タイムライン上でクリック＆ドラッグし
て、「Do Not Disturb (サイレント)」が許可される時間帯を示す青色のバーを作成します。休日
が設定されている場合、曜日に関係なく[HHoolliiddaayy ((休休日日))] の行が適用されます。

時間プロファイルを設定するには、[[CCaallllss ((通通話話))]] >> [[GGeenneerraall sseettttiinnggss ((一一般般設設定定))]] >> [[IInnccoommiinngg
ccaallllss ((着着信信))]] に移動し、[DDoo NNoott DDiissttuurrbb MMooddee WWiitthh TTiimmee PPrrooffiillee ((時時間間ププロロフファァイイルルにによよるるササ
イイレレンントトモモーードド))] でプロファイルを選択します。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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祝祝祭祭日日

日曜日や祝日などの休日の期間を設定します。

今後10年間の休日を設定するには、画面上部で年を選択してください。祝日を選択または選択
解除するには、年間カレンダーを使用します。

年間の固定休日は緑色で、年によって異なる休日は青色で表示されます。日付を1回クリックす
ると固定休日が追加され、2回クリックすると変動休日が追加されます。リストから祝日を削除
するには、3回クリックします。

AXIS I5304 Network Answering Unit
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呼び出し中

一一般般設設定定

• CCaallll TTiimmee LLiimmiitt ((通通話話時時間間制制限限)):通話制限時間を秒単位で設定できます。通話終了の10秒
前にデバイスのビープ音が鳴り、通話制限時間が近づいていることを知らせます。通話
中に通話時間を延長するには、任意のDTMF文字を入力します。通話制限時間が0に設定
されており、SRTPが使用されていない場合、通話の時間制限はありません。

着着信信

• CCaallll AAnnsswweerriinngg MMooddee ((着着信信応応答答モモーードド)) ((SSIIPP 11おおよよびび22)): 着信の取り扱い方法を選択しま
す。着信応答モードは、SIPアカウントごとに個別に設定できます。以下の3つのオプショ
ンが利用できます。
– AAllwwaayyss BBuussyy ((常常ににビビジジーー)):デバイスが着信を拒否します。

– MMaannuuaall PPiicckkuupp ((手手動動応応答答)):デバイスが鳴って着信を知らせ、ユーザーはボタンを
押して応答することができます。

– AAuuttoommaattiicc ((自自動動)):デバイスが自動的に着信に応答します。
• LLooccaall CCaallll RReecceeiivviinngg MMooddee ((ロローーカカルル着着信信モモーードド)): 着信したローカル通話の取り扱い方
法を選択します。以下の3つのオプションが利用できます。
– AAllwwaayyss BBuussyy ((常常ににビビジジーー)):デバイスが着信を拒否します。

– MMaannuuaall PPiicckkuupp ((手手動動応応答答)):デバイスが鳴って着信を知らせ、ユーザーはボタンを
押して応答することができます。

– AAuuttoommaattiicc ((自自動動)):デバイスが自動的に着信に応答します。
• VVooiicceemmaaiill MMooddee ((ボボイイススメメーールルモモーードド)):電話に応答しなかった場合にボイスメールを使
用するかどうかを選択します。以下の3つのオプションが利用できます。
– OOFFFF: 応答しない場合は通話を終了します。
– AAwwaayy MMeessssaaggee OOnnllyy ((離離席席メメッッセセーージジののみみ)):応答しない場合、デバイスが録音

メッセージを再生します。
– VViiddeeoo VVooiicceemmaaiill ((ビビデデオオボボイイススメメーールル)):デバイスが録音メッセージを再生し、発

信者は20秒間メッセージを録音できます。
• PPiicckk UUpp IInn ((ここのの時時間間内内にに応応答答)): デバイスが自動的に応答するまでの時間を秒単位で入力
します。このオプションは、応答モードまたはローカル着信モードで [AAuuttoommaattiicc ((自自動動))]
を選択した場合にのみ使用できます。

• RReejjeecctt CCaallllss iinn DDNNDD MMooddee ((DDNNDDモモーードド時時にに着着信信をを拒拒否否)): 選択すると、Do Not Disturb
(サイレント) モード時に自動的に着信を拒否します。このオプションは、通話を携帯電話
などへ即座に転送するために使用することができます。

• MMuuttee DDoooorrbbeellll iinn DDNNDD MMooddee ((DDNNDDモモーードド時時ににドドアアベベルルををミミュューートト)): 選択すると、ドア
ベルによる呼び出しがすべてミュートされます。

• DDoo NNoott DDiissttuurrbb MMooddee wwiitthh TTiimmee PPrrooffiillee ((時時間間ププロロフファァイイルルにによよるるササイイレレンントトモモーードド)):
選択して既定の時間プロファイルを使用するか、手動で個別の時間プロファイルを選択
します。時間プロファイルは、 [[DDiirreeccttoorryy ((デディィレレククトトリリ ))]] >> [[TTiimmee pprrooffiilleess ((タタイイムムププ
ロロフファァイイルル))]] で作成します。

発発信信

• CCoonnnneeccttiioonn TTiimmee LLiimmiitt ((接接続続時時間間制制限限)): デバイスが発信を終了するまでにネットワーク
への接続を試行する時間 (秒単位) を設定します。GSMゲートウェイ経由でGSMネット
ワークに接続する場合は、20秒以上に設定することをお勧めします。

• RRiinngg ttiimmee lliimmiitt ((呼呼びび出出しし時時間間制制限限)): 発信に応答がない場合、デバイスが通話を終了する
までの時間 (秒単位) を設定します。GSMゲートウェイ経由でGSMネットワークに接続す
る場合は、20秒以上に設定してください。最小値: 1秒、最大値: 600秒。時間パラメー
ターを無効にする場合は0に設定します。
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通通話話記記録録

• SSaavvee IImmaaggee DDuurriinngg CCaallll ((通通話話中中のの画画像像をを保保存存)):各ビデオ通話中に1枚以上のスナップ
ショットを自動的に撮影し、通話記録に保存します。

注
SSaavvee IImmaaggee DDuurriinngg CCaallll ((通通話話中中のの画画像像をを保保存存)) オプションを無効にすると、システムはすべ
てのスナップショットを削除しますが、通話記録は保持されます。
• AAuuttoommaattiicc IImmaaggee CCoouunntt ((自自動動画画像像のの枚枚数数)): 通話中にデバイスがスナップショットを撮
影して保存する枚数を選択します。

高高度度なな設設定定

• SSttaarrttiinngg RRTTPP PPoorrtt ((開開始始RRTTPPポポーートト)): 音声およびビデオの送受信に使用される64ポートの
範囲内で、開始ローカルRTPポートを設定します。デフォルト値は4900 (4900～4963の範
囲) です。このパラメーターは両方のSIPアカウントに適用されます。

• RRTTPP TTiimmeeoouutt ((RRTTPPタタイイムムアアウウトト)): 通話中に音声ストリームのRTPパケットを受信する時
間 (秒単位) を設定します。この制限を超えた場合 (RTPパケットを受信しなかった場合)、
デバイスは通話を終了します。このオプションを無効にするには、0を入力します。この
オプションは両方のSIPアカウントに適用されます。

• EExxtteennddeedd SSIIPP LLooggggiinngg ((拡拡張張SSIIPPロロググ)): トラブルシューティングのために、syslogにSIP通
話の詳細を記録することを許可します。

SSIIPP

SIPを使用して、インターコムと応答ユニットなどの2つのSIPデバイス間で通話の設定、終了、転
送を行います。SIPデバイスは、直接SIP通話を通じて、または1つ以上のサーバーを通じて、相互
に直接接続を確立することができます。

設設定定

このデバイスでは、2つのSIPアカウント (SSIIPP 11およびSSIIPP 22) を設定できます。
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SSIIPP AAccccoouunntt EEnnaabblleedd ((SSIIPPアアカカウウンントトのの有有効効化化)):選択すると、デバイスのSIPアカウントから発
信および着信ができるようになります。

デデババイイススIIDD

• DDiissppllaayy NNaammee ((デディィススププレレイイ名名)): 受信者の携帯電話に表示される名前。

• PPhhoonnee NNuummbbeerr ((IIDD)) ((電電話話番番号号 ((IIDD)))): デバイスの電話番号、または文字や数字で構成され
る固有のIDを設定します。ドメインとともに、この番号は通話や登録においてデバイス
を一意に特定します。

• ドドメメイインン ((DDoommaaiinn)): デバイスが登録されているサービスのドメイン名を設定します。通
常、SIPプロキシーまたはレジストラのアドレスと同じです。

• TTeesstt CCaallll ((テテスストト通通話話)): 選択した電話番号にテスト通話を発信します。
認認証証

• AAuutthheennttiiccaattiioonn IIDD ((認認証証IIDD)): デバイス認証のための代替ユーザーIDを入力します。
• パパススワワーードド: デバイスの認証パスワードを設定します。PBXが認証を必要としない場合、
パスワードは適用されません。

SSIIPPププロロキキシシーー

通話のルーティングを制御するIPネットワークサーバー。ユーザー間には、1つ以上のSIPプロキ
シーユニットが存在する場合があります。

• PPrrooxxyy AAddddrreessss ((ププロロキキシシーーアアドドレレスス)): SIPプロキシーのIPアドレスまたはドメイン名を設
定します。

• PPrrooxxyy PPoorrtt ((ププロロキキシシーーポポーートト)): SIPプロキシーポート (通常は5060) を設定します。デ
フォルトポートを使用する場合は空欄のままにしてください。

• BBaacckkuupp PPrrooxxyy AAddddrreessss ((ババッッククアアッッププププロロキキシシーーアアドドレレスス)): SIPプロキシーのバックアッ
プ用IPアドレスまたはドメイン名を設定します。このアドレスは、メインプロキシーが要
求に応答しない場合に使用されます。

• BBaacckkuupp PPrrooxxyy PPoorrtt ((ババッッククアアッッププププロロキキシシーーポポーートト)): バックアップ用のSIPプロキシー
ポート (通常は5060) を設定します。デフォルトポートを使用する場合は空欄のままにし
てください。

SSIIPPレレジジスストトララ

特定のネットワークセクションでユーザー登録を制御するIPネットワークサーバー。原則とし
て、ユーザーが特定の電話番号で他のユーザーからアクセスできるようにするためには、SIPデ
バイスの登録が必要です。SIPレジストラとSIPプロキシーは、多くの場合、同じサーバーにイン
ストールされます。

• RReeggiissttrraattiioonn EEnnaabblleedd ((登登録録のの有有効効化化)): 設定したSIPレジストラでのデバイス登録を有効に
します。

• レレジジスストトララアアドドレレスス: SIPレジストラのIPアドレスまたはドメイン名を設定します。
• RReeggiissttrraarr PPoorrtt ((レレジジスストトララポポーートト)): SIPレジストラポート (通常は5060) を設定します。デ
フォルトポートを使用する場合は空欄のままにしてください。

• BBaacckkuupp RReeggiissttrraarr AAddddrreessss ((ババッッククアアッッププレレジジスストトララアアドドレレスス)): SIPプロキシーのバック
アップ用IPアドレスまたはドメイン名を設定します。このアドレスは、メインレジストラ
が要求に応答しない場合に使用されます。

• BBaacckkuupp RReeggiissttrraarr PPoorrtt ((ババッッククアアッッププレレジジスストトララポポーートト)): バックアップ用のSIPレジスト
ラポート (通常は5060) を設定します。デフォルトポートを使用する場合は空欄のままに
してください。

• RReeggiissttrraattiioonn EExxppiirryy ((登登録録有有効効期期限限)): 有効期限 (秒単位) を設定します。SIPレジストラは
ユーザーへの通知なく有効期限を変更することができます。

• RReeggiissttrraattiioonn SSttaattee ((登登録録状状態態)):デバイスが登録されているかどうかを表示します。
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• FFaaiilluurree RReeaassoonn ((失失敗敗のの理理由由)):直近の登録試行で失敗した理由を表示します。
高高度度なな設設定定

• SSIIPP TTrraannssppoorrtt PPrroottooccooll ((SSIIPPトトラランンススポポーートトププロロトトココルル)) ： SIP通信プロトコルを設定し
ます。UDP (デフォルト)、TCP、TLSのいずれかを選択します。

• LLoowweesstt AAlllloowweedd TTLLSS VVeerrssiioonn ((許許可可さされれるる最最低低TTLLSSババーージジョョンン))：デバイスが接続に使用
する最低TLSバージョンを設定します。

• VVeerriiffyy SSeerrvveerr CCeerrttiiffiiccaattee ((ササーーババーー証証明明書書のの検検証証)): SIPサーバーの公開証明書をデバイス
のCA証明書と照合します。

• CClliieenntt CCeerrttiiffiiccaattee ((ククラライイアアンントト証証明明書書)): インターコムがSIPサーバーと通信する権限を
検証するために使用するクライアント証明書と秘密鍵を指定します。

• LLooccaall SSIIPP PPoorrtt ((ロローーカカルルSSIIPPポポーートト)): SIPシグナリング用にデバイスのローカルポートを設
定します。この値を変更した場合、デバイスを再起動するまで反映されません。デフォ
ルト設定値は5060です。

• PPRRAACCKK EEnnaabblleedd ((PPRRAACCKKのの有有効効化化)):コード101～199のSIPメッセージの信頼性の高い確認
のために、PRACKメソッドを有効にします。

• RREEFFEERR EEnnaabblleedd ((RREEFFEERRのの有有効効化化)): 通話転送のSIP REFERメソッドを有効にします。
• SSeenndd KKeeeeppAAlliivvee PPaacckkeettss ((KKeeeeppAAlliivveeパパケケッットトのの送送信信)):セットアップ接続を維持するため
に、デバイスがレジストラにSTUN/CRLFパケットを定期的に送信し、通話中にSIP
OPTIONSを送信するように設定します。

• IIPP AAddddrreessss FFiilltteerr EEnnaabblleedd ((IIPPアアドドレレススフフィィルルタターーのの有有効効化化)): SIPプロキシーおよびSIPレ
ジストラ以外のアドレスからのSIPパケットをブロックします。通信セキュリティの向上
や不正通話の防止に役立ちます。

• RReecceeiivvee EEnnccrryypptteedd CCaallllss OOnnllyy ((SSRRTTPP)) ((暗暗号号化化さされれたた通通話話ののみみをを受受信信 ((SSRRTTPP)))): このアカ
ウントに対してSRTP暗号化された通話のみを受信し、暗号化されていない通話を拒否す
る場合に設定します。セキュリティ強化のため、SIPトランスポートプロトコルとしてTLS
の使用もお勧めします。

• EEnnccrryypptteedd OOuuttggooiinngg CCaallllss ((SSRRTTPP)) ((発発信信のの暗暗号号化化 ((SSRRTTPP)))): このアカウントからの発信を
SRTP暗号化する場合に設定します。セキュリティ強化のため、SIPトランスポートプロト
コルとしてTLSの使用もお勧めします。

• UUssee MMKKII iinn SSRRTTPP PPaacckkeettss ((SSRRTTPPパパケケッットトででMMKKIIをを使使用用)): SRTPパケットで複数のキーが
ローテーションされるときに、相手側がマスターキーを識別するためにMKI（Master Key
Identifier）を必要とする場合、MKIを使用します。

• AAddaappttiivvee CCoonnttrrooll ooff VViiddeeoo QQuuaalliittyy ((画画質質のの適適応応制制御御)):RTCP（RTP/AVPF）経由での
フィードバック用に拡張RTPプロファイルを使用し、RFC-4585に従ってインタラクティブ
な画質制御を使用することを許可します。これにより、現在のネットワーク接続の品質
に合わせてビデオデータの流れを調整することができます。

• DDoo NNoott PPllaayy IInnccoommiinngg EEaarrllyy MMeeddiiaa ((着着信信アアーーリリーーメメデディィアアをを再再生生ししなないい)): PBXまたは
その他のデバイスからの通話が応答される前の着信音声ストリーム (アーリーメディア)
の再生を無効にします。代わりに、標準的なローカル着信音が再生されます。

• QQooSS DDSSCCPP VVaalluuee ((QQooSS DDSSCCPP値値)): ネットワーク内のSIPパケットの優先度を10進数で設定
します。この値はIPパケットヘッダーのType of Service (TOS) フィールド内に送信されま
す。この値を変更した場合、デバイスを再起動するまで反映されません。

• SSTTUUNN EEnnaabblleedd ((SSTTUUNNのの有有効効化化)): 設定されたSTUNサーバーから取得したアドレスとポー
トを、SIPヘッダーとSDPメディアネゴシエーションで使用できるようにします。

• SSTTUUNN sseerrvveerr aaddddrreessss ((SSTTUUNNササーーババーーアアドドレレスス)): このSIPアカウントに使用するSTUNサー
バーのIPアドレスを設定します。

• SSTTUUNN sseerrvveerr ppoorrtt ((SSTTUUNNササーーババーーポポーートト)): このSIPアカウントに使用するSTUNサーバー
のポートを設定します。
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• EExxtteerrnnaall IIPP AAddddrreessss ((外外部部IIPPアアドドレレスス)): デバイスが接続されているルーターのパブリック
IPアドレス、またはホスト名を入力します。デバイスにパブリックIPアドレスがある場合
は、このフィールドは空欄のままにします。

• CCoommppaattiibbiilliittyy WWiitthh BBrrooaaddssoofftt DDeevviicceess ((BBrrooaaddssooffttデデババイイススととのの互互換換性性)): Broadsoft PBX
互換性モードを設定します。このモードでPBXから再招待を受け取った場合、応答ユニッ
トは完全なオファーを送信する代わりに、現在使用しているコーデックで最後に送信し
たSDPを繰り返して応答します。

• RRoottaattee SSRRVV RReeccoorrddss ((SSRRVVレレココーードドののロローーテテーーシショョンン)): SIPプロキシーとレジストラのSRV
レコードのローテーションを許可します。これは、メインサーバーに障害が発生した
り、使用できなくなった場合に、バックアップサーバーに切り替えるための代替方法で
す。

ビビデデオオ

ビビデデオオココーーデデッックク

• CCooddeecc ((ココーーデデッックク)): ビデオコーデックの名前。
• EEnnaabblleedd ((有有効効)): 選択すると、ビデオコーデックが有効になります。
• [PPrriioorriittyy ((優優先先度度))]:ビデオコーデックの優先度を設定します。

拡拡張張ココーーデデッックク設設定定

• PPrrooffiillee ((ププロロフファァイイルル)): 利用可能なビデオコーデックのプロファイル。
• EEnnaabblleedd ((有有効効)): パケット化モードを有効にします。ペイロードタイプは、手動で設定で
きない場合に自動で選択されます。

• SSDDPP PPaayyllooaadd TTyyppee ((SSDDPPペペイイロローードドタタイイププ)): ビデオコーデックH.264 (パケット化モード
1) のペイロードタイプを設定します。96～127の値を設定するか、このコーデックタイプ
を無効にするには0に設定します。
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音音声声

音音声声ココーーデデッックク

• CCooddeecc ((ココーーデデッックク)):リスト内の音声コーデックの名前。
• EEnnaabblleedd ((有有効効)):選択すると、リスト内の音声コーデックが有効になります。
• [PPrriioorriittyy ((優優先先度度))]:リスト内の音声コーデックの優先度を設定します。

DDTTMMFF送送信信

このセクションでは、デバイスがDTMF文字を送信する方法を設定できます。受信機のDTMF受
信オプションと設定を確認し、DTMF送信が正しく動作することを確認してください。

• IInn--BBaanndd ((AAuuddiioo)) ((帯帯域域内内 ((音音声声)))): 標準化されたデュアルトーンを使用し、音声帯域内で
DTMFを送信する従来の方式を使用します。

• RRTTPP ((RRFFCC--22883333)): RFC-2833に従って、RTPを介してDTMFを送信します。
• SSIIPP IINNFFOO ((RRFFCC--22997766)): RFC-2976に従って、SIP INFOメッセージを使用してDTMFを送信し
ます。

DDTTMMFF受受信信

このセクションでは、インターコムからDTMF文字を受信する方法を設定できます。送信側の
DTMF送信オプションと設定を確認し、デバイスが正しくDTMFを受信できるようにします。

• IInn--BBaanndd ((AAuuddiioo)) ((帯帯域域内内 ((音音声声)))): 音声帯域内で従来のDTMFデュアルトーン受信方式を使
用します。

• RRTTPP ((RRFFCC--22883333)): RFC-2833に従って、RTPを介してDTMFを受信します。
• SSIIPP IINNFFOO ((RRFFCC--22997766)): RFC-2976に従って、SIP INFOメッセージを使用してDTMFを受信し
ます。

伝伝送送品品質質設設定定

• QQooSS DDSSCCPP VVaalluuee ((QQooSS DDSSCCPP値値)): ネットワークにおける音声RTPパケットの優先度を設定
します。設定値はIPパケットヘッダーのTOS (Type of Service) フィールド内に送信されま
す。

• JJiitttteerr CCoommppeennssaattiioonn ((ジジッッタターー補補償償)) ：バッファの長さを選択し、音声パケットの到着
間隔のばらつきを補正します。設定値が高いほど音のディレイが大きくなりますが、受
信の電磁妨害耐性 (イミュニティ) が向上します。
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ロローーカカルル通通話話

設設定定

LLooccaall CCaallllss EEnnaabblleedd ((ロローーカカルル通通話話のの有有効効化化)): LAN内の2NデバイスとAXIS I5304 Network
Answering Unit間のローカル通話を許可します。ローカル通話をオフにすると、LAN内の他のデ
バイスは、device:device_ID形式でデバイスに発信できなくなります。

ネネッットトワワーーククのの識識別別

• >>DDeevviiccee IIDD ((デデババイイススIIDD)): 同じLAN上にある他のデバイスのLANデバイスリストに表示す
るデバイスIDを設定します。このデバイスに電話をかけるには、それらのデバイス
に device:device_ID としてユーザー電話番号を入力します。

• TTeesstt CCaallll ((テテスストト通通話話)): 選択した電話番号にテスト通話を発信します。
イインンタターーココムムへへのの接接続続

• AAcccceessss KKeeyy 11,, 22 ((アアククセセススキキーー11、、22)): 2N応答ユニット、インターコム、AXIS I5304
Network Answering Unitが共有するアクセスキーを設定します。キーが一致していること
を確認してください。一致していない場合、デバイスは通信を行えません。

応応答答ユユニニッットトへへのの接接続続

• AAcccceessss KKeeyy ((アアククセセススキキーー)): 2N応答ユニット、インターコム、AXIS I5304 Network
Answering Unitが共有するアクセスキーを設定します。キーが一致していることを確認し
てください。一致していない場合、デバイスは通信を行えません。

• MMuullttiiccaasstt AAddddrreessss ((ママルルチチキキャャスストトアアドドレレスス)): 応答ユニットのメッセージを送信する
ネットワークのマルチキャストアドレスを設定します。

LLAANNデデババイイスス

• LLAANN DDeevviiccee CCoouunntt ((LLAANNデデババイイススのの数数)): ネットワーク内のローカルデバイスの数を表示
します。

• SShhooww LLAANN ddeevviiccee LLiisstt ((LLAANNデデババイイススリリスストトをを表表示示すするる)): [SShhooww ((表表示示))] をクリックする
と、ネットワーク内のローカルデバイスの詳細リストが表示されます。

音音声声

DDTTMMFF送送信信

• IInn--BBaanndd ((AAuuddiioo)) ((帯帯域域内内 ((音音声声)))): 標準化されたデュアルトーンを使用し、音声帯域内で
DTMFを送信する従来の方式を使用します。

• RRTTPP ((RRFFCC--22883333)): RFC-2833に従って、RTPを介してDTMFを送信します。
• SSIIPP IINNFFOO ((RRFFCC--22997766)): RFC-2976に従って、SIP INFOメッセージを使用してDTMFを送信し
ます。

DDTTMMFF受受信信

• IInn--BBaanndd ((AAuuddiioo)) ((帯帯域域内内 ((音音声声)))): 音声帯域内で従来のDTMFデュアルトーン受信方式を使
用します。

• RRTTPP ((RRFFCC--22883333)): RFC-2833に従って、RTPを介してDTMFを受信します。
• SSIIPP IINNFFOO ((RRFFCC--22997766)): RFC-2976に従って、SIP INFOメッセージを使用してDTMFを受信し
ます。

伝伝送送品品質質設設定定

• JJiitttteerr CCoommppeennssaattiioonn ((ジジッッタターー補補償償)) ：バッファの長さを選択し、音声パケットの到着
間隔のばらつきを補正します。設定値が高いほど音のディレイが大きくなりますが、受
信の電磁妨害耐性 (イミュニティ) が向上します。
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サービス

ロロッックク解解除除

設設定定ののロロッックク解解除除

• DDeeffaauulltt UUnnlloocckk CCooddee ((デデフフォォルルトトののロロッックク解解除除ココーードド)):ユニットの電話帳に登録されて
いないデバイス/電話番号への通話に、デフォルトコードを使用します。

• HHaanngg UUpp AAfftteerr DDoooorr UUnnlloocckkiinngg ((ドドアアロロッックク解解除除後後にに通通話話をを終終了了すするる)): ドアロック解除
要求が正常に送信されると、通話が終了します。

• HHaanngg--UUpp DDeellaayy ((通通話話終終了了ののデディィレレイイ)): 通話終了までのディレイ時間を設定します。
ロック解除要求が送信されると、デバイスは設定時間後に通話を終了します。

• SShhooww DDoooorr OOppeenn SSeennssoorr((ドドアア開開セセンンササーーをを表表示示)): インターコムのドア開センサーの状
態を表示します。

HHTTTTPPココママンンドド

ディスプレイのホーム画面、通話中、カメラのプレビューに表示されるボタンを作成します。

HTTPコマンドの設定は、ホホーームム画画面面、通通話話中中、外外部部カカメメララで同じです。

• CCoommmmaanndd ((ココママンンドド)):各ボタン表示エリアに最大3つのコマンドを設定できます。
• UURRLL: ボタンを押したときに外部デバイスに送信するHTTPコマンドを設定します。コマン
ド形式はhttp://ip-address/pathです (例: http://192.168.1.50/relay1=on)。コマンドを送信
しない場合はパラメーターを0に設定してください。

• アアイイココンン: HTTPコマンドボタンのアイコンを選択します。
• 名名前前: HTTPコマンドの名前を入力します。
• UUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)): スイッチの有効化または無効化時に送信されるHTTPコマンドの
ユーザー名を設定します。認証が必要な場合にのみ設定する必要があります。

• パパススワワーードド: スイッチの有効化または無効化時に送信されるHTTPコマンドのパスワード
を設定します。
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ユユーーザザーーササウウンンドド

ササウウンンドドママッッピピンンググ

SSoouunndd mmeessssaaggee llaanngguuaaggee ((音音声声メメッッセセーージジのの言言語語)):音声メッセージの言語を選択します。マッ
ピングされたサウンドに翻訳がある場合、メッセージは指定された言語で再生されます。それ以
外の場合は、英語または言語に依存しないサウンドとして再生されます。

ササウウンンドドママッッピピンンググ

• BBuussyy TToonnee ((ビビジジーートトーーンン)):発信先のユーザーがビジー状態のときに再生するトーンを選
択します。

• CCaallll EEnndd SSiiggnnaalliinngg ((通通話話終終了了信信号号)):通話終了時に再生するサウンドを選択します。

• RRiinnggttoonnee ((着着信信音音)):発信先のユーザーが呼び出し中に再生するリングバックトーンを選択
します。

• RRiinnggiinngg BBeeffoorree CCaallll AAnnsswweerriinngg ((電電話話応応答答前前のの呼呼びび出出しし音音)):着信に応答する前に再生す
る着信音を選択します。

• DDoooorrbbeellll ((ドドアアベベルル)):誰かがドアベルのボタンを押したときに再生するサウンドを選択し
ます。

• OOuutt--ooff--ooffffiiccee mmeessssaaggee ((不不在在メメッッセセーージジ)):電話に応答できなかった場合に再生するメッ
セージを選択します。

• : クリックすると選択したサウンドが再生されます。
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ササウウンンドドののアアッッププロローードド

ササウウンンドドののアアッッププロローードド

デバイスには、最大10個の音声ファイルを追加できます。

• 名名前前:音声ファイルを見つけやすいよう、音声ファイルの名前を追加します。
• SSiizzee ((ササイイズズ)):アップロードされた音声ファイルのサイズ。

• クリックすると、アップロードした音声ファイルがPCでローカル再生されます。

•
: クリックすると、ファイルが削除されます。

• : [SSoouunndd MMaappppiinngg ((ササウウンンドドママッッピピンンググ))] タブで使用可能なサウンドを録音しま
す。

• : クリックすると、[SSoouunndd MMaappppiinngg ((ササウウンンドドママッッピピンンググ))] タブで使用可能な音声
ファイルをデバイスにアップロードすることができます。
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WWeebbササーーババーー

基基本本設設定定

• DDeevviiccee nnaammee ((デデババイイスス名名)): デバイスのWebインターフェース、ログインウィンドウ、お
よびその他のアプリケーションに表示される名前を設定します。

• WWeebb IInntteerrffaaccee LLaanngguuaaggee ((WWeebbイインンタターーフフェェーーススのの言言語語)) ：管理Webサーバーログイン
のデフォルト言語を設定します。

• パパススワワーードド:デバイスのパスワードを設定します。 をクリックしてパスワードを変更
します。パスワードには、小文字1文字、大文字1文字、数字1つを含め、合計8文字以上
が含まれている必要があります。

高高度度なな設設定定

• HHTTTTPP PPoorrtt ((HHTTTTPPポポーートト)): HTTP通信用のWebサーバーポートを設定します。この値を変
更した場合、デバイスを再起動するまで反映されません。

• HHTTTTPPSS PPoorrtt ((HHTTTTPPSSポポーートト)): HTTPS通信用のWebサーバーポートを設定します。この値を
変更した場合、デバイスを再起動するまで反映されません。

• LLoowweesstt AAlllloowweedd TTLLSS VVeerrssiioonn ((許許可可さされれるる最最低低TTLLSSババーージジョョンン))：デバイスが接続に使用
する最低TLSバージョンを設定します。

• HHTTTTPPSS SSeerrvveerr CCeerrttiiffiiccaattee ((HHTTTTPPSSササーーババーー証証明明書書)): デバイスのHTTPSサーバーとユー
ザーのWebブラウザ間の通信の暗号化に使用するサーバー証明書と秘密鍵を選択しま
す。

• RReemmoottee AAcccceessss EEnnaabblleedd ((リリモモーートトアアククセセススのの有有効効化化)):LAN外のIPアドレスからデバイス
のWebサーバーへのリモートアクセスを有効にします。

ユユーーザザーーロローーカカラライイゼゼーーシショョンン

• OOrriiggiinnaall LLaanngguuaaggee ((元元のの言言語語)): をクリックすると、デバイスからオリジナルのXML
ファイルをダウンロードできます。このXMLファイルには、すべてのユーザーインター
フェースのテキスト (英語) が含まれています。

• CCuussttoomm LLaanngguuaaggee ((カカススタタムム言言語語)):
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–
をクリックすると、ユーザーインターフェースのテキストの翻訳を含むカスタム
言語ファイルが削除されます。

– をクリックすると、ユーザーインターフェースのテキストの翻訳を含むカスタ
ム言語ファイルがダウンロードされます。

– をクリックすると、ユーザーインターフェースのテキストの翻訳を含むカスタ
ム言語ファイルがアップロードされます。
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天天気気

設設定定

• SShhoowwWWeeaatthheerr ((天天気気をを表表示示)): デバイスがディスプレイのホーム画面に現在の天気情報を
表示できるようにします。

• LLooccaattiioonn ((場場所所)): デバイスに表示する天気予報の場所を設定します。[SShhoowwWWeeaatthheerr ((天天
気気をを表表示示))] を選択し、[LLooccaattiioonn ((場場所所))] を空欄にした場合、デフォルトでプラハの天気
が表示されます。

• LLooccaattiioonn SShhoowwnn ((場場所所のの表表示示)): 天気情報とともに表示する場所の名前を入力します。空
欄の場合は、天気予報の場所の名前が表示されます。

• TTeemmppeerraattuurree UUnniittss ((温温度度のの単単位位)): 温度を摂氏 (°C) で表示するか華氏 (°F) で表示するか
を選択します。

効効果果

• LLaasstt UUppddaattee ((最最終終更更新新日日)): サーバーデータの最終更新日を表示します。
• LLooccaattiioonn FFoouunndd ((特特定定さされれたた場場所所)): 天気サービスによって特定された天気予報の場所を
表示します。

• CCoouunnttrryy ((国国名名)): ユーザーが入力した場所の国、またはデフォルトの場所を表示します。

ハードウェア

音音声声

通通話話時時のの音音量量

• CCaallll VVoolluummee ((通通話話時時のの音音量量)):通話時の音量を選択します。
• RRiinnggttoonnee VVoolluummee ((着着信信音音のの音音量量)):マスター音量を基準とした着信音の音量を選択しま
す。

• CCaallll--PPrrooggrreessss TToonnee VVoolluummee ((ココーールルププロロググレレスストトーーンンのの音音量量)):ダイヤルトーン、リング
バックトーン、ビジートーンの音量レベルを選択します。ただし、PBXが自動的にコール
プログレストーンを生成する場合は、この設定は適用されません。

信信号号音音量量

• WWaarrnniinngg TToonnee VVoolluummee ((警警告告音音音音量量)):マスター音量を基準とした警告音と信号音の音量
を選択します。

• SSuupppprreessss WWaanniinngg TToonneess ((警警告告音音のの抑抑制制)):次の動作状態に対する信号音を抑制します。内内
部部アアププリリケケーーシショョンンのの起起動動、IIPPアアドドレレススのの受受信信、IIPPアアドドレレススのの喪喪失失。

• UUsseerr SSoouunnddss VVoolluummee ((ユユーーザザーーササウウンンドド音音量量)):マスター音量を基準とした、自動再生さ
れるユーザーサウンドの音量を選択します。

カカメメララ

注
最大16台のビデオ通話ストリーム用外部カメラを設定できます。応答ユニットでは、次の要件
を満たす標準IPビデオカメラからのRTSPストリームを使用できます。
• H.264またはMJPEGビデオコーデック
• 最大解像度1280x720
• 最大フレームレートがH.264で30フレーム/秒、MJPEGで15フレーム/秒
• H.264コーデックで5000 kbpsのビットレートを使用するハイプロファイル
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11,, 22,, 33,, 44......: ネットワーク内のデバイスに割り当てることができる外部IPカメラの設定ページ。最
大16台のカメラを割り当てることができます。クリックするとページが開きます。

CCaammeerraa EEnnaabblleedd ((カカメメララのの有有効効化化)):応答ユニットが外部IPカメラからのRTSPストリームを使用
できるようにします。

CCaammeerraa AAssssiiggnnmmeenntt ((カカメメララのの割割りり当当てて)):

• をクリックしてデバイスのリストを開き、カメラを割り当てるデバイスを選択しま
す。これらのデバイスのいずれかとの通話中に、選択したカメラのプレビューを応答ユ
ニットに表示したり、割り当てられて許可されている他のカメラのプレビュー間で切り
替えたりすることができます。

• をクリックすると、選択したカメラに割り当てたデバイスをすべて削除できます。
設設定定
• DDiissppllaayy nnaammee ((デディィススププレレイイ名名)):デバイスのディレクトリにカメラのプレビューで表示す
る名前を設定します。このフィールドを空欄にした場合、代わりに選択した言語のデ
フォルト名が表示されます。

• RRTTSSPP SSttrreeaamm AAddddrreessss ((RRTTSSPPスストトリリーームムアアドドレレスス)):IPカメラのRTSPストリームのIPアドレ
スをrtsp://camera_ip_address/parameter1=value&parameter2=valueの形式で入力しま
す。パラメーターの例については以下の表を参照してください。パラメーターは選択し
たIPカメラモデルに固有です。

パラメーター 説明 例/値

音声 音声 –
–

フレーム/秒 フレームレート fps=15

vbr ビデオビットレート vbr=768 768kbps用

vcodec ビデオコーデック vcodec=h264 H.264用

vcodec=mjpegコーデック
MJPEG用

vres ビデオ解像度 vres=1920x1080 FullHD用

zipstream zipstream –
–
–
–
–

• UUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)):外部IPカメラに接続するためのユーザー名を入力します。これ
は、カメラが認証を必要とする場合にのみ必要です。

• パパススワワーードド:外部IPカメラに接続するためのパスワードを入力します。
• LLooccaall RRTTPP PPoorrtt ((ロローーカカルルRRTTPPポポーートト)):RTPストリーム受信用のローカルUTPポートを指定
します。

• SSttaattee ((状状態態)):外部IPカメラへの現在の接続状態を表示します。
• SSttrreeaamm ((スストトリリーームム)):受信したストリームのパラメーターを表示します。

CCaammeerraa PPrreevviieeww ((カカメメララププレレビビュューー))

外部カメラからの現在の画像を表示します。カメラが切断されている場合、または正しく設定さ
れていない場合は、黒い背景に「NN//AA」と表示されます。

外外部部IIPPカカメメララロロググ
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選択した外部IPカメラとのRTSP通信を表示します (発生した障害やエラーの状態を含む)。
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デディィススププレレイイ

基基本本設設定定

• LLaanngguuaaggee ((言言語語)):ディスプレイの言語を選択します。既定の言語から選択するか、以前
にアップロードした言語ファイルからカスタム言語を選択します。言語ファイルのアッ
プロードに関する情報については、を参照してください。

• DDaattee FFoorrmmaatt ((日日付付形形式式)):ディスプレイに表示する日付形式を選択します。
• TTiimmee FFoorrmmaatt ((時時刻刻形形式式)):ディスプレイに表示する時刻形式を選択します。
• EEnnaabbllee SSccrreeeenn LLoocckk ((画画面面ロロッッククをを有有効効ににすするる)):デバイスがアイドルモードのときに画面
ロックを有効にします。

• SSccrreeeenn LLoocckk PPIINN ((画画面面ロロッッククPPIINN)): 画面のロックを解除するための4桁の暗証番号を設定
します。1～9の数字を使用します。

• AAddvvaanncceedd SSeettttiinnggss CCooddee ((高高度度なな設設定定ココーードド)):ディスプレイの [AAddvvaanncceedd SSeettttiinnggss ((高高
度度なな設設定定))] へのアクセスコードを設定します。コードを入力しないと、デバイスのディ
スプレイで高度な設定を開くことができません。

• DDeevviiccee mmooddee ((デデババイイススモモーードド)):[HHootteell ((ホホテテルル))] モードまたは [NNoorrmmaall ((ノノーーママルル))]
モードを選択します。
– [HHootteell ((ホホテテルル))] モードでは、デバイスのユーザーインターフェースがよりシンプ

ルになり、一部の機能がノーマルモードとは異なる動作をします。デバイスを使
用してプリセットの連絡先に発信したり、着信を受けたりできます。時刻と天気
も表示されます。ただし、その他の多くの機能には制限があります。デバイスか
らは「Do Not Disturb (サイレント)」モードを設定できず、ディレクトリ、通話記
録、設定メニューにもアクセスできません。さらに、天気設定へのクイックアク
セスを利用できず、不在着信やドアの接触状態などに関する通知も表示されませ
ん。

• DDiissppllaayy SSeettttiinngg MMeennuu ((デディィススププレレイイ設設定定メメニニュューー)):ディスプレイに [SSeettttiinngg ((設設定定))] メ
ニューを表示してアクセスできるようにします。[DDiissppllaayy SSeettttiinngg MMeennuu ((デディィススププレレイイ
設設定定メメニニュューー))] を無効にした場合、Webおよびリモートアクセスを介してのみデバイス
を設定できます。

• DDiissppllaayy TTiimmee IInn IIddllee MMooddee ((アアイイドドルルモモーードド時時にに時時刻刻をを表表示示)):アイドルモード時に、デ
バイスに時刻を表示する場合に選択します。

輝輝度度

• IInntteennssiittyy iinn AAccttiivvee MMooddee ((アアククテティィブブモモーードド時時のの輝輝度度)):バックライトの輝度を設定しま
す。最大輝度に対するパーセンテージで値を選択します。

• LLoowweerr IInntteennssiittyy iinn IIddllee MMooddee TToo ((アアイイドドルルモモーードド時時にに輝輝度度ををここののレレベベルルにに低低減減)): デバ
イスがアイドルモードになるときのバックライトの輝度を設定します。

• GGoo ttoo IIddllee MMooddee IInn ((アアイイドドルルモモーードドにに切切りり替替わわるるままででのの時時間間)): 操作が行われない場合
にデバイスがアイドルモードに切り替わるまでのタイムアウト時間を設定します。

ユユーーザザーーロローーカカラライイゼゼーーシショョンン

• OOrriiggiinnaall LLaanngguuaaggee ((元元のの言言語語)): をクリックすると、ローカライゼーションファイル
のテンプレート (表示されるすべての英語テキストを含むXMLファイル) をダウンロード
できます。独自の翻訳を作成する場合は、このテンプレートを使用します。

• CCuussttoomm LLaanngguuaaggee ((カカススタタムム言言語語)):
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–
をクリックすると、ローカライゼーションファイルが削除されます。

– をクリックすると、ローカライゼーションファイルがダウンロードされます。

– をクリックすると、ローカライゼーションファイルがアップロードされます。

デデジジタタルル入入力力

ドドアアベベルルボボタタンン

• DDoooorrbbeellll BBuuttttoonn FFuunnccttiioonn ((ドドアアベベルルボボタタンンのの機機能能)):ドアベルの機能を選択します。この
ボタンは、従来のドアベルとしても、アラームコールの起動用としても使用できます。

• CCaammeerraa AAssssiiggnneedd ttoo DDoooorrbbeellll ((ドドアアベベルルにに割割りり当当ててるるカカメメララ)): ドアベルが鳴ったとき
に表示する外部カメラを選択します。カメラのプレビューが通話中や着信中に中断され
ることはありません。通話または着信に戻るには、ディスプレイ上部の緑色のバーを
タップします。ドアベルを確認しなかった場合、デバイスに警告が表示され、通話記録
に履歴が追加されます。
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システム

ネネッットトワワーークク

ベベーーシシッックク

UUssee DDHHCCPP sseerrvveerr ((DDHHCCPPササーーババーーのの使使用用))：選択すると、LAN DHCPサーバーからIPアドレスが
自動的に取得されます。ネットワーク内にDHCPサーバーが存在しない、または利用できない場
合は、手動でネットワーク設定を行ってください。

静静的的IIPPアアドドレレススのの設設定定

• SSttaattiicc IIPP AAddddrreessss ((静静的的IIPPアアドドレレスス)): デバイスの静的IPアドレスを入力します。
• NNeettwwoorrkk MMaasskk ((ネネッットトワワーーククママススクク)): ネットワークマスク (サブネットマスク) を入力し
ます。

• DDeeffaauulltt GGaatteewwaayy ((デデフフォォルルトトゲゲーートトウウェェイイ)): オフLAN通信のためのデフォルトゲート
ウェイアドレスを入力します。

DDNNSS設設定定

• AAllwwaayyss UUssee MMaannuuaall SSeettttiinngg ((常常にに手手動動設設定定をを使使用用)): DNSサーバーのアドレスを手動で設
定する場合に選択します。

• PPrriimmaarryy DDNNSS ((ププラライイママリリDDNNSS)): ドメイン名をIPアドレスに変換するためのプライマリ
DNSサーバーのアドレスを入力します。

• SSeeccoonnddaarryy DDNNSS ((セセカカンンダダリリDDNNSS)): プライマリDNSが利用できない場合に使用する、セ
カンダリDNSアドレスを入力します。

ネネッットトワワーーククのの識識別別

• ホホスストト名名: デバイスのLAN識別情報を設定します。
• VVeennddoorr CCllaassss IIddeennttiiffiieerr ((ベベンンダダーーククララスス識識別別子子))： DHCP Option 60 の製造者識別子を
文字列として設定します。

VVLLAANNのの設設定定

• VVLLAANN EEnnaabblleedd ((VVLLAANNのの有有効効化化))：仮想ネットワークサポート (802.1qに準拠したVLAN)
を使用する場合に選択します。VLAN IDも設定する必要があります。

• VVLLAANN IIDD: 1～4094の範囲でVLAN IDを入力します。デバイスは設定したIDのパケットのみ
を受信できます。設定を誤ると接続が切断される場合があります。

ネネッットトワワーーククイインンタターーフフェェーーススのの設設定定

• RReeqquuiirreedd PPoorrtt MMooddee ((必必要要ななポポーートトモモーードド)): [AAuuttoommaattiiccaallllyy ((自自動動))] または [HHaallff
DDuupplleexx ((半半二二重重)) -- 1100 MMbbppss] のいずれかのネットワークインターフェースポートモード
を選択します。利用可能なLANケーブルの信頼性が100Mbpsのトラフィックに対して不
十分な場合、ビットレートは10Mbpsに低下します。

• AAddvveerrttiisseedd MMooddeess ((アアドドババタタイイズズメメンントトモモーードド)): オートネゴシエーション中にアドバタ
イズするためのモードを選択します。

• CCuurrrreenntt PPoorrtt SSttaattee ((現現在在ののポポーートトのの状状態態)):現在のLANポートのステータスを表示しま
す。
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880022..11xx

デデババイイススIIDD

• DDeevviiccee iiddeennttiittyy ((デデババイイススIIDD)): EAP-MD5およびEAP-TLSを介した認証用のユーザー名を入
力します。

MMDD55認認証証

• AAuutthheennttiiccaattiioonn eennaabblleedd ((認認証証のの有有効効化化)): ネットワークデバイスの認証に
802.1x EAP-MD5プロトコルを使用します。ネットワークが802.1xに対応していない場合
にこのオプションを選択すると、デバイスは使用できなくなります。

• パパススワワーードド: EAP-MD5認証へのアクセス用パスワードを入力します。
TTLLSS認認証証

• AAuutthheennttiiccaattiioonn eennaabblleedd ((認認証証のの有有効効化化)):ネットワークデバイスの認証に802.1x EAP-TLS
プロトコルを使用します。ネットワークが802.1xに対応していない場合にこのオプション
を選択すると、デバイスは使用できなくなります。

• TTrruusstteedd CCeerrttiiffiiccaattee ((信信頼頼ででききるる証証明明書書)) ： RADIUSサーバーの公開証明書の有効性を確
認するため、信頼できる証明書を選択してください。信頼できる証明書を含めない場
合、RADIUSの公開証明書は検証されません。

• CClliieenntt cceerrttiiffiiccaattee ((ククラライイアアンントト証証明明書書))：ユーザー証明書と秘密鍵を選択して、LAN内
の802.1xで保護されたネットワークエレメントポートを介した通信に対する応答ユニット
の認証を検証します。

PPEEAAPP MMSSCCHHAAPPvv22認認証証

• AAuutthheennttiiccaattiioonn AAlllloowweedd ((認認証証許許可可)): ネットワークデバイスの認証に
802.1x PEAP MSCHAPv2プロトコルを使用します。ネットワークが802.1xに対応していな
い場合にこのオプションを選択すると、デバイスは使用できなくなります。

• TTrruusstteedd CCeerrttiiffiiccaattee ((信信頼頼ででききるる証証明明書書)) ：RADIUSサーバーの公開証明書の有効性を確認
するため、信頼できる証明書を選択してください。信頼できる証明書を含めない場合、
RADIUSの公開証明書は検証されません。

• パパススワワーードド: PEAP-MSCHAPv2認証へのアクセス用パスワードを入力します。

日日付付とと時時刻刻

応答ユニットには、停電時のバックアップがないリアルタイムクロックが搭載されています。

注
デバイスの基本的な機能には、現在の日付と時刻の値は不要です。ただし、正確な日付と時刻
の値は、時間プロファイルなどの機能や、Syslog、カードエントリー、HTTP API経由で取得さ
れたログなどを含め、ログの正しいイベントタイムスタンプを保証するために非常に重要で
す。
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現現在在のの時時刻刻

• UUssee TTiimmee FFrroomm tthhee IInntteerrnneett ((イインンタターーネネッットトのの時時刻刻をを使使用用)):選択すると、デバイスの時
刻がインターネットと同期されます。

重要
最大限の精度と信頼性を確保するため、 [UUssee ttiimmee ffrroomm IInntteerrnneett ((イインンタターーネネッットトのの時時刻刻をを
使使用用))] を選択することをお勧めします。通常の動作条件下におけるデバイスの時刻の誤差は
1ヶ月あたり最大±2分です。
• CCuurrrreenntt DDeevviiccee TTiimmee ((デデババイイススのの現現在在時時刻刻)):デバイスの現在時刻を表示します。
• SSyynncchhrroonniizzee WWiitthh BBrroowwsseerr ((ブブララウウザザととのの同同期期))：クリックすると、現在のPCの時刻と
同期されます。

タタイイムムゾゾーーンン

• AAuuttoommaattiicc DDeetteeccttiioonn ((自自動動検検知知)):My2Nからタイムゾーンを自動的に検出する場合に選
択します。このオプションをオフにする場合は、手動選択オプションを使用してタイム
ゾーンを手動で選択するか、独自のカスタムルールを適用します。

• DDeetteecctteedd TTiimmee ZZoonnee ((検検出出さされれたたタタイイムムゾゾーーンン)) ：自動的に検出されたタイムゾーンを
表示します。機能が利用できない場合、またはオフになっている場合は、NN//AAと表示され
ます。

• MMaannuuaall SSeelleeccttiioonn ((手手動動選選択択))：現地のタイムゾーンを選択して、時刻のずれや夏時間の
調整を行います。

• CCuussttoomm RRuullee ((カカススタタムムルルーールル))：[MMaannuuaall SSeelleeccttiioonn ((手手動動選選択択))] に含まれていない場所
にデバイスが設置されている場合は、カスタムルールを設定します。[MMaannuuaall SSeelleeccttiioonn
((手手動動選選択択))] ドロップダウンメニューで [CCuussttoomm RRuullee ((カカススタタムムルルーールル))] が選択されてい
ることを確認してください。

NNTTPPササーーババーー

• NNTTPP SSeerrvveerr AAddddrreessss ((NNTTPPササーーババーーアアドドレレスス)): デバイスの内部クロックの同期に使用する
NTPサーバーのIPアドレスまたはドメイン名を入力します。

• NNTTPP TTiimmee SSttaattuuss ((NNTTPPタタイイムムスステテーータタスス)): NTP経由で最後にローカル時刻を同期した際
のステータスを表示します。

機機能能

ベベーータタ版版のの機機能能

このリストには、ユーザーテスト用に設計された、公開済みベータ版機能が記載されています。

重要
テスト機能は保証対象外であり、Axisはベータ版機能の制限およびその制限により生じた損
害について一切の責任を負いません。ベータ版の機能は、テスト目的のみで提供されます。
• 名名前前:機能の名前。
• SSttaattee ((状状態態)):機能のステータス (作動/停止)
• AAccttiioonn ((アアククシショョンン)):機能を作動/停止するイベント

デバイスを再起動すると、機能ステータスが変わります。デバイスを再起動する前に [CCaanncceell
((キキャャンンセセルル))] アクションを使用して、ステータス変更要求を取り消します。

証証明明書書

一部のLANサービスでは、他のLANデバイスとの安全な通信にTLSプロトコルを使用します。この
プロトコルは、通話内容の盗聴や改を防止します。TLSは、証明書と秘密鍵を必要とする単方向ま
たは双方向の認証に基づいています。
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以下のデバイスサービスは、TLSプロトコルを使用します。
• Webサーバー (HTTPS)
• 802.1x (EAP-TLS)
• SIP

初めて電源を入れると、デバイスはWebサーバーとサービス用の自己署名証明書と秘密鍵を自動
的に作成します。ユーザーが独自の証明書と秘密鍵をアップロードする必要はありません。通信
デバイスを認証するために認証局からの証明書を最大3セット、暗号化目的でユーザー証明書と秘
密鍵を最大3セットアップロードできます。

証明書を必要とする各サービスには1つの証明書セットを割り当てることができ、証明書はサービ
ス間で共有できます。デバイスは、DER (ASN1) およびPEM証明書形式に対応しています。

注
自己署名証明書を使用してデバイスのWebサーバーとブラウザの通信を暗号化した場合、通信
は安全ですが、ブラウザにデバイス証明書の有効性を確認できないという警告が表示されま
す。

CCAA証証明明書書

CCAA CCeerrttiiffiiccaatteess ((CCAA証証明明書書))

• : クリックすると、ローカルPCに保存されている証明書をアップロードできます。
– CCeerrttiiffiiccaattee IIDD ((証証明明書書IIDD)): 証明書を選択、変更、または削除するときに識別に使用

する証明書IDを入力します。
– SSeelleecctt FFiillee......((フファァイイルルをを選選択択......)): クリックしてPCからファイルを参照し、選択し

ます。
– UUppllooaadd ((アアッッププロローードド)):クリックして、証明書をアップロードします。

• : クリックすると、デバイスから1つ以上の証明書を削除できます。

• : クリックすると、リストで選択した証明書に関する詳細情報を読むことができま
す。
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ユユーーザザーー証証明明書書

ユユーーザザーー証証明明書書

• : クリックすると、ローカルPCに保存されている証明書をアップロードできます。
– CCeerrttiiffiiccaattee IIDD ((証証明明書書IIDD)): 証明書を選択、変更、または削除するときに識別に使用

する証明書IDを入力します。
– ユユーーザザーー証証明明書書

– SSeelleecctt FFiillee......((フファァイイルルをを選選択択......)): クリックしてPCからファイルを参照し、
選択します。

– 秘秘密密鍵鍵
– SSeelleecctt FFiillee......((フファァイイルルをを選選択択......)): クリックしてPCからファイルを参照し、

選択します。
– PPrriivvaattee KKeeyy PPaasssswwoorrdd ((秘秘密密鍵鍵ののパパススワワーードド)):秘密鍵の認証にパスワードが必要な

場合に、パスワードを入力します。
– UUppllooaadd ((アアッッププロローードド)):クリックして、証明書と秘密鍵をアップロードします。

• : クリックすると、デバイスから1つ以上の証明書を削除できます。

• : クリックすると、リストで選択した証明書に関する詳細情報を読むことができま
す。

自自動動ププロロビビジジョョニニンンググ

MMyy22NN

MMyy22NN EEnnaabblleedd ((MMyy22NNのの有有効効化化)): My2Nへの接続を有効にします。My2Nクラウドプラット
フォームを使用することで、デバイスのWebインターフェースにリモートアクセスし、2N IPデ
バイスをリモートで管理・設定できます。

MMyy22NNセセキキュュリリテティィココーードド

• SSeerriiaall NNuummbbeerr ((シシリリアアルル番番号号)): 有効なMy2Nコードが適用されるデバイスのシリアル番
号を表示します。

• MMyy22NN SSeeccuurriittyy CCooddee ((MMyy22NNセセキキュュリリテティィココーードド)):My2Nにデバイスを追加するための
コードを表示します。

• GGeenneerraattee NNeeww ((新新規規ココーードドをを生生成成)): クリックすると現在のMy2Nセキュリティコードが
無効になり、新規コードが生成されます。

CCoonnnneeccttiioonn SSttaattee ((接接続続スステテーータタスス))::

My2Nへの接続に関するステータスメッセージを表示します。

• MMyy22NN IIDD: My2Nポータルで作成された会社の一意の識別子を表示します。

TTRR006699

このタブを使用して、TR-069プロトコルを介したリモートデバイス管理を有効にし、設定しま
す。

AXIS I5304 Network Answering Unit



41

MMyy22NN // TTRR006699 EEnnaabblleedd ((MMyy22NN // TTRR006699のの有有効効化化)):My2Nまたはその他のオートコンフィグレー
ションサーバー (ACS) に接続するには、このオプションを有効にします。

一一般般設設定定

• AAccttiivvee PPrrooffiillee ((有有効効ななププロロフファァイイルル)): 既定のプロファイルを選択するか、[CCuussttoomm
SSeettttiinngg ((カカススタタムム設設定定))] を選択してオートコンフィグレーションサーバー (ACS) への接
続を手動で設定します。

• [NNeexxtt SSyynncchhrroonniizzaattiioonn IInn ((次次のの同同期期ままででのの時時間間)): リモートACSとの次回同期までの時間
を表示します。

• CCoonnnneeccttiioonn SSttaattee ((接接続続スステテーータタスス)):ACSへの接続の現在のステータスを表示します。
• CCoommmmuunniiccaattiioonn SSttaattuuss DDeettaaiill ((通通信信状状態態のの詳詳細細)): サーバー通信エラーコードまたは
HTTPステータスコードを表示します。

• CCoonnnneeccttiioonn tteesstt ((接接続続テテスストト)): クリックすると、設定されたプロファイルに基づいて
TR069接続のテストが実行されます。テストの結果は [CCoonnnneeccttiioonn SSttaattee ((通通信信状状態態))] に
表示されます。

診診断断

診診断断パパッッケケーージジ

ステータスやパケットサイズなど、パケットキャプチャーおよびSyslogキャプチャーに関する情
報を表示します。

• PPaacckkeett CCaappttuurree SSttaattuuss ((パパケケッットトキキャャププチチャャーーのの状状態態)):[PPaacckkeett CCaappttuurree ((パパケケッットトキキャャ
ププチチャャーー))] タブにパケットキャプチャーが開始されているかどうかが表示されます。

• SSiizzee ooff CCaappttuurreedd PPaacckkeettss ((キキャャププチチャャーーさされれたたパパケケッットトののササイイズズ)):キャプチャーされた
パケットのサイズを表示します。

• SSyysslloogg CCaappttuurree SSttaattee ((SSyyssllooggキキャャププチチャャーーのの状状態態)) ：[SSyysslloogg] タブにSyslogキャプ
チャーが開始されているかどうかが表示されます。

• DDuurraattiioonn ooff CCaappttuurreedd SSyyssllooggss ((SSyyssllooggssキキャャププチチャャーーのの継継続続時時間間)):[SSyysslloogg] タブに、
Syslogメッセージがキャプチャーされる時間の長さが表示されます。

• SSiizzee ooff CCaappttuurreedd SSyyssllooggss ((キキャャププチチャャーーさされれたたSSyyssllooggののササイイズズ)):キャプチャーされた
Syslogメッセージのサイズを表示します。

• SSttoopp SSyysslloogg CCaappttuurree ((シシススロロググキキャャププチチャャーーのの停停止止)):パケットキャプチャーの時間を設
定します。

• 診診断断パパッッケケーージジのの制制御御

– : 診断データのキャプチャーを開始します。すでに実行されている場合はパ
ケットキャプチャーを再起動します。

– : キャプチャーした診断データのZIPファイルをダウンロードします。
ツツーールル

• PPiinngg：クリックして [AAddddrreessss ((アアドドレレスス))] フィールドにIPアドレスを入力します。[PPiinngg]
を再度クリックして、IPアドレスにテストデータを送信します。
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パパケケッットトキキャャププチチャャーー

ロローーカカルルパパケケッットトキキャャププチチャャーー

• CCuurrrreenntt SSttaattee ((現現在在のの状状態態)):ローカルパケットキャプチャが開始されたか停止されたかを
表示します。

• BBuuffffeerr ssiizzee ((ババッッフファァササイイズズ)):使用可能なバッファサイズを表示します。
• BBuuffffeerr UUttiilliizzaattiioonn ((ババッッフファァ使使用用量量)):バッファの使用量を表示します。
• NNuummbbeerr ooff CCaappttuurreedd PPaacckkeettss ((キキャャププチチャャーーさされれたたパパケケッットトのの数数)):キャプチャーされた
パケットの数を表示します。

• パパケケッットトキキャャププチチャャーーのの制制御御

– : クリックすると、ローカルパケットキャプチャーが開始します。すでに実行
されている場合はパケットキャプチャーを再起動します。

– : クリックすると、キャプチャーが停止します。

– : クリックすると、パケットキャプチャーファイルがダウンロードされます。
リリモモーートトパパケケッットトキキャャププチチャャーー

• CCuurrrreenntt SSttaattee ((現現在在のの状状態態)):リモートパケットキャプチャが開始されたか停止されたかを
表示します。

• CCoouunntt ooff SSeenntt PPaacckkeettss ((送送信信済済みみパパケケッットト数数)):送信されたパケットの数を表示します。
• CCoouunntt ooff SSeenntt BByytteess ((送送信信済済みみババイイトト数数)):送信されたパケットのサイズを表示します。

• RReemmaaiinniinngg TTiimmee ((残残りり時時間間)):残りのキャプチャー時間を表示します。

• パパケケッットトキキャャププチチャャーーのの制制御御

– : クリックすると、リモートパケットキャプチャーが開始します。ダイアログ
で、送受信パケットのキャプチャー時間 (秒単位) を設定します。[OOKK] をクリック
すると、キャプチャーが開始します。

– : キャプチャーを停止します。
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SSyysslloogg

SSyyssllooggササーーババーーのの設設定定

• SSeenndd SSyysslloogg MMeessssaaggeess ((SSyyssllooggメメッッセセーージジをを送送信信)): 選択すると、Syslogサーバーに
syslogメッセージが送信されます。サーバーアドレスが有効であることを確認してくださ
い。

• SSeerrvveerr AAddddrreessss ((ササーーババーーアアドドレレスス)): Syslogアプリケーションを実行するサーバーのIPア
ドレスまたはMACアドレスを入力します。

• SSeevveerriittyy LLeevveell ((重重要要度度)):送信するメッセージの重要度を選択します。 [DDeebbuugg 11--33] の設
定は、テクニカルサポート部門のトラブルシューティングを支援する目的でのみ推奨さ
れます。

ロローーカカルルSSyyssllooggメメッッセセーージジ

ローカルのSyslogメッセージの保存状況やメッセージサイズなど、一般的なステータスの概要を
表示します。

• RReeqquuiirreedd SSaavviinngg TTiimmee ((必必要要なな保保存存期期間間)):Syslogメッセージの保存期間を選択します。

• SSyyssllooggメメッッセセーージジのの保保存存制制御御

– : クリックするとSyslogメッセージの保存を開始します。

– : クリックするとSyslogメッセージの保存を停止します。

– : クリックすると、Syslogメッセージがダウンロードされます。

– : クリックすると、デバイスにローカル保存されたSyslogメッセージが削除さ
れます。
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メメンンテテナナンンスス

設設定定

• UUppllooaadd CCoonnffiigguurraattiioonn FFiillee ttoo DDeevviiccee ((デデババイイススにに設設定定フファァイイルルををアアッッププロローードドすす
るる)): [RReessttoorree CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定をを復復元元))] をクリックして、以前のバックアップから設
定を復元します。開いたダイアログで設定ファイルを選択し、デバイスにアップロード
します。アップロードする前に、LAN設定とSIP PBX接続設定を適用するかどうかを決定
します。

重要
ログインパスワードは設定ファイルに保存されます。パスワードがファイル内でエンコード
されていない場合、またはデフォルトのパスワード (2n) を使用している場合は、設定の有効
な部分のみがアップロードされ、パスワードは変更されません。
• DDoowwnnllooaadd CCoonnffiigguurraattiioonn FFiillee ffrroomm DDeevviiccee ((デデババイイススかからら設設定定フファァイイルルををダダウウンンロローー
ドドすするる)):[BBaacckk UUpp CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定ののババッッククアアッッププ))] をクリックして、デバイスの現
在のすべての設定をバックアップします。すべての設定がストレージにダウンロードさ
れます。

注
設定ファイルには、ユーザーの電話番号やアクセス用パスワードなどの機密情報が含まれて
いる可能性があるため、十分に注意して取り扱ってください。
• RReesseett CCoonnffiigguurraattiioonn ttoo DDeeffaauulltt SSttaattee ((設設定定ををデデフフォォルルトト状状態態ににリリセセッットトすするる)):[RReesseett
CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定ををリリセセッットト))] をクリックすると、LANの設定を除くデバイスのすべ
ての設定がリセットされます。LANの設定を含むフルリセットを行う場合は、[RESET (リ
セット)] ボタンを使用してデバイスをリセットします。詳細については、を参照してくだ
さい。

シシスステテムム

バージョンやビルドの日付など、デバイスソフトウェアの概要が表示されます。

• UUppggrraaddee DDeevviiccee FFiirrmmwwaarree ((デデババイイススソソフフトトウウェェアアののアアッッププググレレーードド)):[UUppggrraaddee
FFiirrmmwwaarree ((フファァーームムウウェェアアののアアッッププググレレーードド))] をクリックして、表示されるダイアログ
でアップロードするファームウェアファイルを選択します。アップロードが成功する
と、デバイスは自動的に再起動します。このプロセスは通常1分以内で完了し、設定には
影響しません。
デバイスの最新のファームウェアバージョンは、axis.com/support/device-software で確
認できます。デバイスはファームウェアファイルをチェックし、不正なファイルや破損
したファイルのアップロードを防止します。

• FFiirrmmwwaarree SSttaattuuss ((フファァーームムウウェェアアののスステテーータタスス)):ファームウェアの新しいバージョンが
利用可能かどうかを表示します。新しいバージョンが利用可能な場合は、[UUppggrraaddee NNooww
((今今すすぐぐアアッッププググレレーードド))] をクリックしてアップグレードしてください。デバイスが新し
いバージョンを見つけられない場合は、[CChheecckk NNooww ((今今すすぐぐ確確認認))] をクリックすると新
しいバージョンがあるか確認できます。

• NNoottiiffyy ooff BBeettaa VVeerrssiioonnss ((ベベーータタ版版のの通通知知)) 最新のファームウェアのベータ版を監視して
ダウンロードするには、このオプションを選択します。

• RReessttaarrtt DDeevviiccee ((デデババイイススをを再再起起動動)): クリックするとデバイスが再起動します。所要時間
は約30秒です。再起動が完了し、デバイスにIPアドレスが割り当てられると、ログイン
ウィンドウが自動的に表示されます。

• TThhiirrdd PPaarrttyy LLiibbrraarryy LLiicceennssee ((ササーードドパパーーテティィラライイブブララリリラライイセセンンスス)): [SShhooww ((表表示示))] を
クリックすると、使用ライセンスとサードパーティライブラリの一覧、および使用許諾
契約書 (EULA) へのリンクを示すダイアログが表示されます。

使使用用状状況況にに関関すするる統統計計

• SSeenndd AAnnoonnyymmoouuss SSttaattiissttiiccss DDaattaa ((匿匿名名統統計計デデーータタをを送送信信)):デバイスの使用状況に関す
る匿名の統計情報をメーカーに送信するように設定します。パスワード、アクセスコー
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ド、電話番号などの機密情報は含まれません。このデータの共有は、メーカーによるソ
フトウェアの品質、信頼性、パフォーマンスの向上に役立ちます。参加は任意であり、
いつでも統計情報の送信を停止することができます。
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ディスプレイインターフェース

ホーム画面

ホーム画面はデバイスのスタート画面です。操作が行われない場合、デバイスは設定された時間
後に自動的にアイドルモードに切り替わります。

DDaattee aanndd ttiimmee ((日日付付とと時時刻刻)):設定された場所の日付と時刻を表示します。

: 設定された場所の天気情報を表示します。

: 「Do Not Disturb (サイレント)」モードが有効です。着信音が消音されます。切り替えると
オフになります。

: 「Do Not Disturb (サイレント)」モードが無効です。切り替えるとオンになります。

CCAALLLL LLOOGG ((通通話話記記録録)) : タップすると、デバイスのすべての発信および着信を含む通話記録
が表示されます。詳細については、を参照してください。

: タップすると、連絡先と接続されている外部カメラのリストに移動します。詳細について
は、を参照してください。

SSEETTTTIINNGGSS ((設設定定)): タップすると、言語やサウンドなど、デバイスの設定に移動します。詳
細については、を参照してください。

通話記録

: 発信の日付、時刻、発信先に関する情報を表示します。

: 着信の日付、時刻、発信者に関する情報を表示します。

: 不在着信の日付、時刻、発信者に関する情報を表示します。

: クリックすると、通話に関する詳細情報と、利用可能な場合はカメラのプレビューが表示
されます。

DDEELLEETTEE AALLLL ((すすべべてて削削除除)) : クリックすると、記録のすべての通話が削除されます。
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アドレス帳

: タップすると、選択した連絡先に発信します。

: タップすると、選択したデバイスに設定済みのロック解除コードが送信されます。ロック
解除コードが選択したデバイスに対応している場合、そのデバイスのロックが解除されます。
ロック解除コードが設定されていない場合は、デフォルトのロック解除コードが選択したデバイ
スに送信されます。

: タップすると、選択したデバイスのビデオのプレビューが表示されます (利用可能な場
合)。

: タップすると、連絡先が横一列に表示されます。

: タップすると、連絡先が縦一列に表示されます。

AXIS I5304 Network Answering Unit



48

設定

DDiissppllaayy ((デディィススププレレイイ)):タップすると、以下の設定を変更できます。

• 輝輝度度:ディスプレイのバックライトを設定します。
• SSccrreeeenn ttiimmeeoouutt ((画画面面タタイイムムアアウウトト)):画面がアイドルモードに変わるまでの時間を設定し
ます。

• SSccrreeeenn lloocckk ((画画面面ロロッックク)):画面ロックをオンまたはオフにします。画面ロックをオンにす
る場合、4桁の暗証番号を選択する必要があります。

SSoouunndd ((ササウウンンドド)):タップすると、以下の設定を変更できます。

• RRiinnggiinngg vvoolluummee ((着着信信音音のの音音量量)):着信音の音量を設定します。
• CCaallll vvoolluummee ((通通話話時時のの音音量量)):着信時のスピーカーの音量を設定します。
• RRiinnggttoonnee ((着着信信音音)):着信時の着信音を選択します。
• DDoooorrbbeellll ttoonnee ((ドドアアベベルルのの音音)):ドアベルの音を選択します。
• VVooiicceemmaaiill ((ボボイイススメメーールル)):デバイスに直接ボイスメールメッセージを設定します。
– VVooiicceemmaaiill ((ボボイイススメメーールル)):ボイスメールメッセージを再生しない場合はオフに設

定します。応答しなかった場合、通話は切断されます。
– SSeelleecctt rreeccoorrddiinngg ((録録音音メメッッセセーージジをを選選択択)):録音メッセージを選択します。デフォ

ルトのボイスメールメッセージを選択するか、カスタマイズしたメッセージを録
音できます。

– DDeeffaauulltt RReeccoorrddiinngg LLaanngguuaaggee ((デデフフォォルルトトのの録録音音メメッッセセーージジのの言言語語)):デフォルト
の録音メッセージ (デフォルトのボイスメールメッセージ) を選択した場合は、
メッセージの言語を設定します。

– EEnnaabbllee vviissiittoorr ttoo lleeaavvee mmeessssaaggee ((訪訪問問者者にによよるるメメッッセセーージジのの録録音音をを有有効効ににすするる))
：オンにすると、発信者がメッセージを録音してデバイスに保存できるようにな
ります。ボイスメールメッセージが再生され、「ピー」という発信音の後、最長
20秒間録音することができます。メッセージには、通話デバイスの機能に応じ
て、音声と映像の両方が記録されます。

– RRiinngg TTiimmee BBeeffoorree VVooiicceemmaaiill AAccttiivvaattiioonn ((ボボイイススメメーールル再再生生ままででのの呼呼びび出出しし時時
間間)):ボイスメールメッセージが再生されるまでの、着信のタイムアウトを設定しま
す。

DDaattee aanndd ttiimmee ((日日付付とと時時刻刻)):タップすると、以下の設定を変更できます。
• AAuuttoommaattiicc ddaattee aanndd ttiimmee ((日日付付とと時時刻刻のの自自動動設設定定)):オンにすると、日付と時刻がネット
ワークから自動的に取得されます。

• SSeett ttiimmee zzoonnee ((タタイイムムゾゾーーンンのの設設定定)):現地のタイムゾーンを設定して、時刻のずれや夏
時間の調整を行います。

• SSeett ddaattee ((日日付付のの設設定定)):手動で日付を設定します。
• SSeett ttiimmee ((時時刻刻のの設設定定)):手動で時刻を設定します。
• TTiimmee ffoorrmmaatt ((時時刻刻形形式式)):ホーム画面の時刻表示を、12時間制または24時間制のどちらに
するかを選択します。

• DDaattee ffoorrmmaatt ((日日付付形形式式)):ホーム画面に表示する日付の形式を設定します。

LLaanngguuaaggee ((言言語語)):タップすると、ディスプレイのインターフェースの言語を選択できま
す。既定の8つの言語の中から1つを選択できます。

• CCuussttoomm llaanngguuaaggee ((カカススタタムム言言語語)):タップすると、以前にアップロードした言語ファイル
からカスタム言語を設定できます。言語ファイルのアップロードに関する情報について
は、を参照してください。
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DDoo NNoott DDiissttuurrbb ((ササイイレレンントト)) モモーードド:タップすると、以下の設定を変更できます。

• DDoo NNoott DDiissttuurrbb ((ササイイレレンントト)) モモーードド:「Do Not Disturb (サイレント)」モードのオンとオ
フを切り替えます。オンにすると、着信音が消音されます。デフォルトでは、「Do Not
Disturb (サイレント)」モードがオンになっている場合でも、ドアベルの音が鳴ります。

• RReejjeecctt CCaallllss iinn DDNNDD MMooddee ((DDNNDDモモーードド時時にに着着信信をを拒拒否否)):オンにすると、デバイスが
「Do Not Disturb (サイレント)」モードに設定されているときに着信が拒否されます。

• MMuuttee DDoooorrbbeellll iinn DDNNDD MMooddee ((DDNNDDモモーードド時時ににドドアアベベルルををミミュューートト)):オンにすると、デ
バイスが「Do Not Disturb (サイレント)」モードに設定されているときにドアベルが消音
されます。

WWeeaatthheerr ((天天気気)):タップすると、以下の設定を変更できます。

• SShhoowwWWeeaatthheerr ((天天気気をを表表示示)):オンにすると、ホーム画面に天気情報が表示されます。
• LLooccaattiioonn ((場場所所)):天気予報の場所を設定します。
• UUnniittss ((単単位位)):温度を摂氏 (°C) で表示するか華氏 (°F) で表示するかを選択します。

AAddvvaanncceedd sseettttiinnggss ((高高度度なな設設定定)):アクセスコードを入力して高度な設定を開きます。デバ
イスのWebインターフェースで、アクセスコードを設定または変更します。詳細については、
を参照してください。

• ネネッットトワワーークク設設定定
– UUssee DDHHCCPP SSeerrvveerr ((DDHHCCPPササーーババーーのの使使用用))：オンにすると、DHCPサーバーによる

IPアドレスの割り当てが許可されます。
– SSttaattiicc IIPP AAddddrreessss SSeettttiinngg ((静静的的IIPPアアドドレレススのの設設定定)):静的IPアドレス、ネットワー

クマスク、デフォルトゲートウェイを設定します。
– RReeqquuiirreedd PPoorrtt MMooddee ((必必要要ななポポーートトモモーードド)):優先するネットワークインター

フェースのポートモードを選択します。
– AAddvveerrttiisseedd MMooddeess ((アアドドババタタイイズズメメンントトモモーードド)):オートネゴシエーションでアド

バタイズするモードを選択します。
ネットワーク設定の詳細については、を参照してください。
• 装装置置のの再再起起動動：タップすると、デバイスが再起動します。

AAbboouutt ((詳詳細細情情報報)):タップすると、デバイスに関する以下の詳細情報が表示されます。

• シリアル番号
• ソフトウェアバージョン
• MACアドレス
• IPアドレス
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仕様

製品概要

ポート

サービス ポート プロトコル Direction
(方向)

デフォルト
ではオンに
なっていま
す

設定可能 設定

802.1x - - 入出力 - - -

DHCP 68 UDP 入出力 x - -

DNS 53 TCP/UDP 入出力 x - -

エコー (デ
バイスの復
旧)

8002 UDP 入出力 x - -

HTTP 80 TCP 入出力 x x

HTTPS 443 TCP 入出力 x x

ICUプロト
コル用のマ
ルチキャス
ト音声

8006 UDP 入力 x - -

ICUプロト
コル用のマ
ルチキャス
トビデオ

8008 UDP 入力 x - -

ICUプロト
コル用のマ
ルチキャス
トビデオ
(ワイド)

8016 UDP 入力 x - -

NTPクライ
アント

123 UDP 入力 x - -

RTP+RTCP
ポート (SIP)

4900+ (64
ポートの範
囲)

UDP 入出力 - x

RTP+RTCP
ポート (外
部カメラ)

4800+ (64
ポートの範
囲)

UDP 入出力 - - -

RTSPクライ
アント

554 UDP 入出力 - x

SLP 427 UDP 入出力 x - -

SIP 5060, 5062 TCP/UDP 入出力 - x

SIPS 6061 TCP 入出力 - x

Syslog 514 UDP 出力 - - -

My2N
Knocker

443 TCP 出力 x - -
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サービス ポート プロトコル Direction
(方向)

デフォルト
ではオンに
なっていま
す

設定可能 設定

My2N
Tribble
Tunnel

10080 TCP 出力 x - -

Unitchann-
el

8011 UDP 入出力 x - -

Sitechannel
(ICUプロト
コル)

8004 UDP 入出力 x - -

CWMP Stun 3478 UDP 出力 - x

コネクター

ネネッットトワワーーククココネネククタターー

Power over Ethernet (PoE) 対応RJ45イーサネットコネクター

電電源源おおよよびびドドアアベベルルののココネネククタターー

機能 ピン メモ 仕様

0 V DC (-) 1 DC入力

12 V DC 2 1A

ドアベル入力 3 スイッチング接点 (ボ
タン/リレー)、NO
(ノーマルオープン)ドアベル入力 4

ヒヒアアリリンンググルルーーププココネネククタターー

ヒアリングループ用ライン出力、600 mV RMS。
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ボタン

リリセセッットトボボタタンン

リセットボタンには、以下のような機能があります。詳細については、こちらをご覧ください：

•
•
•
•
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装置を清掃する

装置はぬるま湯で洗浄できます。

注意
• 強力な化学薬品は装置を損傷する可能性があります。窓ガラス用洗剤やアセトンなどの化
学薬品を使用して装置をクリーニングしないでください。

• シミの原因となるため、直射日光や高温下での清掃は避けてください。
1. 圧縮空気を使用すると、装置からほこりやごみを取り除くことができます。
2. 必要に応じて、ぬるま湯に浸した柔らかいマイクロファイバーの布で装置を清掃してくだ
さい。

3. シミを防ぐために、きれいな非研磨性の布で装置から水分を拭き取ってください。
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トラブルシューティング

工場出荷時の設定にリセットする

Webインターフェースまたは[RESET (リセット)] ボタンを使用して、デバイスを工場出荷時の設定
にリセットすることができます。

重要
工場出荷時の設定へのリセットは慎重に行ってください。工場出荷時の設定へのリセットを行
うと、IPアドレスを含むすべての設定が工場出荷時の値にリセットされます。

WWeebbイインンタターーフフェェーーススをを使使用用すするる:
1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]]>> [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] の順に移動します。
2. [RReesseett ccoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定ののリリセセッットト))] をクリックします。

[[RREESSEETT ((リリセセッットト))]] ボボタタンンをを使使用用すするる:
1. [RESET (リセット)] ボタンを押し続けます。
2. 次の状態になったらボタンから手を離します。

2.1. 赤色と緑色のLEDが同時に点灯し、音響信号 が聞こえる。これには約15～35秒か
かります。

2.2. 赤色のLEDが消灯し、音響信号 が聞こえる。これには、さらに約3秒かかり
ます。

2.3. 緑色のLEDが消灯し、赤色のLEDが再度点灯して音響信号 が聞こえる。
これには、さらに約3秒かかります。

2.4. 赤色のLEDが消灯し、音響信号 が聞こえる。これには、さらに約3秒
かかります。

3. [RESET (リセット)] ボタンを放します。

デバイスを再起動

設定を変更せずにデバイスを再起動するには、次の3つの方法があります。

WWeebbイインンタターーフフェェーーススをを使使用用すするる:
1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >> [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] の順に移動
します。

2. [RReessttaarrtt DDeevviiccee ((デデババイイススをを再再起起動動))] をクリックします。
再起動には少し時間がかかります。完了すると、デバイスのディスプレイにホーム画面が表示さ
れます。
デデババイイススののデディィススププレレイイをを使使用用すするる:
1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[AAddvvaanncceedd sseettttiinnggss ((高高度度なな設設定定))]] に移動します。
2. コードを入力すると高度な設定にアクセスできます。
高度な設定のアクセスコードは、デバイスのWebインターフェースで設定できます。詳細
については、を参照してください。

3. [RReessttaarrtt DDeevviiccee ((デデババイイススをを再再起起動動))] をタップします。
4. [RREESSTTAARRTT ((再再起起動動))] をタップして確定します。

リリセセッットトボボタタンンをを使使用用すするる:
1. [RESET (リセット)] ボタンを約1秒間押します。

サポートに問い合わせる

さらにサポートが必要な場合は、axis.com/supportにアクセスしてください。
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